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 平成２９年第２回平取町議会定例会 （開 会 午前９時３０分）

議長 おはようございます。ただいまより本日の会議を開きます。ただいまの出席議

員は１２名で会議は成立します。 

日程第１、会議録署名議員を指名します。会議録署名議員は会議規則第１２２

条の規定によって、１０番貝澤議員、１１番千葉議員を指名します。 

日程第２、議案第１３号平成２９年度平取町一般会計予算、 

日程第３、議案第１４号平成２９年度平取町国民健康保険特別会計予算、 

日程第４、議案第１５号平成２９年度平取町後期高齢者医療特別会計予算、 

日程第５、議案第１６号平成２９年度平取町介護保険特別会計予算、 

日程第６、議案第１７号平成２９年度平取町簡易水道特別会計予算、 

日程第７、議案第１８号平成２９年度平取町国民健康保険病院特別会計予算、

以上議案６件を一括して議題とします。これより平成２９年度各会計予算にか

かわる提案説明を求めますが、最初に、予算説明資料に基づく各会計予算総括

概要についての説明をいただき、その後に、一般会計より順次各会計の説明を

お願いいたします。それでは、平成２９年度各会計予算の概要並びに一般会計

予算についての提案説明を求めます。総務課長。 

総務課長 議案第１３号平成２９年度平取町一般会計予算の説明をさせていただきます 

が、ただいま、議長より求められましたので、はじめに予算の概要について説

明申し上げます。議長のお計らいによりまして、着席させていただきます。平

成２９年度予算説明資料の２ページをお開き願います。平成２９年度各会計予

算総括であります。一般会計の総額は６１億５６００万円、２８年度対比で３

億９２００万円、６．８％の増加となっております。次に特別会計の国民健康

保険特別会計は８億３７５４万７千円、２８年度対比で２２５万３千円の減、

率にして０．３％の減少。後期高齢者医療特別会計は７６８４万４千円、２８

年度対比で１２９万円、１．７％の増加。介護保険特別会計は４億７８４０万

円、２８年度対比で１０５０万円、２．２％の増加。簡易水道特別会計は２億

９０６５万円、２８年度対比で７４７０万９千円、２０．４％の減少。国民健

康保険病院特別会計は１６億８８６８万６千円、２８年度対比６億８８６４万

４千円、６８．９％の増加。五つの特別会計の総額は３３億７２１２万７千円、

２８年度対比６億２３４７万２千円の増額で、２８年度対比２２．７％の増加

となり、一般会計、特別会計をあわせた２９年度の予算規模は９５億２８１２

万７千円となり、２８年度に比べ１０億１５４７万２千円、率にして１１．９％

の増加となっております。平成２９年度各会計予算は、第６次総合計画の財政

計画及び実施計画に基づき、持続可能な財政構造の構築を意識し、経常的経費

の節減に努めながら、町民ニーズに対応した投資的経費への重点的配分に努め

たところであります。それでは各会計の予算について概要を説明いたします。

主なものについて申し上げます。まず、３ページの一般会計であります。歳入
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１款、町民税は４億８５１５万９千円で、２８年度対比で１２７４万８千円、

２．７％の増加となっております。町たばこ税以外の各税目で２８年度に比べ

て伸びを示しております。２款から１１款につきましては、２８年度決算見込

み及び２９年度地方財政計画に基づき積算計上いたしております。１０款地方

交付税は２８億２６００万円と見込み、２８年度対比で４２００万円、１．５％

の減少。１２款分担金及び負担金３４８０万４千円は、携帯電話鉄塔整備事業

に関して、電気通信事業者からの分担金の歳入が見込まれることなどから７８

８万４千円、２９．３％の増加。１４款国庫支出金６億２５３７万２千円は、

障害者自立支援国庫負担金、携帯電話鉄塔整備補助、マイナンバー制度実施に

関する補助金、道路橋梁補助、住宅建設費補助などの増加により１億２１５万

円、１９．５％の増加。１５款道支出金３億８７１６万８千円は、障害者自立

支援道負担金、子どものための教育保育給付費道負担金は増額となりましたが、

林業専用道開設事業、林道オユンベ線改良事業補助金などの事業量の減少によ

り２４８２万９千円、６．０％の減少。１７款寄附金５８００万円は、ふるさ

と応援寄附金、いわゆるふるさと納税の伸びを見込み１８００万円、４５％の

増加といたしております。１８款繰入金２億４千万円は、７千万円、４１．２％

の増加となっており、道路施設整備事業など１６事業の財源として充当を図る

ものであります。２１款町債９億１４００万円は、二風谷地区再整備事業など

２７事業に充当し、２８年度対比で２億３４３０万円、３４．５％の増加とな

っております。次に歳出であります。増減の幅が多い款について説明をいたし

ます。２款総務費は１８億８２１４万４千円で２８年度対比２億４６７８万２

千円、１５．１％増加しておりますが、これは二風谷地区再整備事業小平地区

携帯電話鉄塔整備事業の計上によるものが主な理由であります。４款衛生費は

３億８５３万３千円で、小平地区生活雑排水処理施設整備事業の新規計上など

により５７８２万８千円、２３．１％の増額となっております。６款商工費は

２億１４６８万１千円で、２０４６万円、１０．５％の増加であります。ふる

さと納税の歳入の伸びに伴う返礼品の増加、地域商品券発行事業を２８年度ま

で補正予算対応しておりましたが、２９年度は当初予算に計上したこと、空き

店舗改装費等の補助事業を新規に開始することなどによるものであります。７

款土木費は５億５６５６万円で去場地区の公営住宅建設工事、川向学校シラウ

川線改良舗装工事などにより、２８年度対比で１億３９１８万１千円、３３．

３％の増加であります。８款消防費は３億１９５０万９千円で、振内の消防ポ

ンプ車更新、救助資機材整備等により１５．６％の増となっております。９款

教育費は４億７７３４万４千円で、２８年度に振内中学校整備事業が終了した

ことなどにより１億５８４６万円、２４．９％の減額となっております。１０

款災害復旧費は４６２万５千円で、２８年度の大雨災害の発生により４０８万

６千円、７５８．１％の増加となっております。１１款公債費は５億４８３４

万３千円で２８年度対比で４６７９万８千円、７．９％の減少となっておりま

す。次に、４ページ上段、国民健康保険特別会計に移ります。国民健康保険給
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付等を中心に医療保険会計を運営しております。歳入歳出それぞれ合計で８億

３７５４万７千円、２８年度対比２２５万３千円、０．３％の減少となってお

ります。続いて下段、後期高齢者医療特別会計ですが、歳入では保険料と繰入

金を計上し、歳出では北海道後期高齢者医療広域連合への納付金をはじめ所要

経費を計上いたしております。歳入歳出それぞれ７６８４万４千円で、２８年

度対比１２９万円、１．７％増加となっております。次に５ページ上段、介護

保険特別会計は、歳入の地域支援事業費の増加を見込み、会計予算規模は、２

８年度と比べ１０５０万円、２．２％の増加となっております。続いて下段、

簡易水道特別会計は歳入歳出それぞれ合計で２億９０６５万円となり、本町地

区増圧ポンプ場の完成により、２８年度対比７４７０万９千円、２０．４％の

減少となっております。次に６ページ、国民健康保険病院特別会計ですが、総

額で１６億８２１７万４千円、２８年度対比で６億８７０１万２千円、６８．

９％の増額となっております。資本的支出の３款建設改良費で計上している９

億２８２６万円は、２９年度から着工する新しい病院の建設費の増額が主な理

由であります。続いて７ページの一般会計歳出構成表についてご説明いたしま

す。まずその支出が任意に削減できない義務的経費の合計は２０億８３８万１

千円で２８年度対比で２．２％の減としております。人件費は給与改定、退職

者と新規採用者の支給額の差による増減等で２．６％の減、扶助費は２８年度

に比べ７．１％の増加、公債費は２８年度対比で７．９％の減少となっており

ます。投資的経費は２０億１２万９千円で、２８年度対比４億９８０万９千円、

２５．８％の増加となっております。補助費、積立金、繰出金等のその他の経

費は２１億４７４９万円、２８年度対比２７９８万８千円、１．３％の増とな

り、その他の経費が総額に占める構成比は３４．９％となっております。８ペ

ージ、９ページについては一般会計における性質別・目的別の歳出分類表とな

っております。説明は省略させていただきます。１０ページは、２８年度の町

税収入見込額であります。総額で５億３７５万２千円となり、２７年度決算額

５億２２５万円に比べ１５０万２千円の増加となっております。１１ページは

町税の積算内訳表で１２ページは個人町民税調定見込額調べを添付いたしてお

ります。１３ページは普通交付税の推移及び一般会計公債費の平成３２年度ま

での償還見込額を記載しておりますが、普通交付税の推移は、平成１６年度の

三位一体改革により大幅に削減された以降は、増加の傾向をたどっておりまし

たが、平成２５年度以降は国の地方財政計画において、減少傾向に転じ、２８

年度決算見込みは２６億７２８２万２千円となっております。交付税は２９年

度さらに削減されることが予想されることから、２４億８６００万円と見込ん

でおり、今後も厳しい情勢が予想されます。起債の償還に充てる公債費は、平

成３２年度には６億９５２１万３千円程度になるものと推計いたしておりま 

す。１４ページは基金積立金の見込状況であります。１の財政調整基金から８

の地域雇用創出基金までの特定目的基金までが一般会計で、９、１０は特別会

計分となっております。一般会計における２８年度末の基金残高見込みは２５
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億６０３７万４千円で、２９年度での取り崩し、積み立て分を加えますと、平

成２９年度末では２３億３９３６万４千円程度になるものと見込んでおりま 

す。下段の金券事業分については記載のとおりであります。次の１５ページは、

２８年度、２９年度の基金の取り崩し予定等について記載いたしております。

２９年度において取り崩しを予定している沙流川ダム地域振興基金の充当事業

は、中ほどの表に記載の１６の事業２億４千万円といたしております。次のペ

ージ１６から２５ページまでは、平成２９年度の主要事業を掲載いたしており

ますが、個別の説明は省略をさせていただきます。２７ページは簡易水道特別

会計、国保病院会計への繰出金の算出の内訳となっております。２８ページは、

平取町の一般会計における地方消費税交付金の充当状況を示した表となってお

りまして、社会福祉、社会保険、保健衛生の各分野での関係経費の合計が１０

億２３０９万６千円となっており、この財源として一般財源のうち４２５０万

円が充てられることとなっております。２９ページから３４ページまでは、消

防組合、衛生組合など一部事務組合への負担金の内容となっておりますので、

各科目における予算説明の時点で改めて説明させていただきます。３５ページ

は日高管内地方税滞納整理機構の歳入歳出の内訳と各町の負担金計算書を載せ

ております。３６ページから３７ページは、町が出資する平取町畜産公社の事

業における決算見込並びに事業目論見となっておりますが、説明は省略をさせ

ていただきます。平成２９年度予算説明資料に関する説明は以上であります。

これより一般会計予算書の説明に入ります。各科目のうち、内容が恒常的で前

年に比べ大きな変化等がないものについては説明を省略させていただきますと

ともに、工事請負費や委託料で、事業の入札等において影響が予測されるもの

については、個別の事業ごとの金額を予算書に記載いたしておりませんので、

改めてご理解をいただきますようお願いいたします。予算書の１ページをお開

き願います。議案第１３号平成２９年度平取町一般会計予算についてご説明い

たします。第１条、歳入歳出予算でありますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳

出それぞれ６１億５６００万円と定めるものであります。第２項において歳入

歳出の予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」に

よるとするものであります。第２条、地方自治法の規定により債務を負担する

ことができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」によるとする

ものであります。第３条、地方債については地方自治法の規定により起こすこ

とができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第３

表 地方債」によるとするものであります。第４条において一時借入金の最高額

は１０億円と定めるものであります。それでは、歳入歳出事項別明細における

歳出からご説明いたしますので、９４ページをお開き願います。９４ページ、

これより歳出についてご説明いたします。はじめに、３歳出、１款１項１目議

会費５１９２万８千円です。議員定数１２名分の報酬等、関係経費を計上いた

しております。４節共済費は、議員共済会負担金の率の改定により、２８年度

に比べて３５万６千円の減額となっております。９５ページ、２款総務費、２
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款１項１目一般管理費全体で１２億３６１４万９千円を計上いたしておりま 

す。２８年度に比べて２０６３万６千円の減額であります。１節報酬は、準職

員１１名分の普通昇給及び人事院勧告に基づく給与改定により１４８万７千円

の増加、２節給料は会計間の人事異動や２８年度当初予算積算時との比較で１

名減により１１１４万８千円の減額、３節手当は、２節と同じ理由により１８

７万７千円の減額、４節共済費は市町村職員共済組合負担金の率の上昇により

４１９万５千円の増額、７節賃金は、障害者雇用１名と介護保険認定調査員賃

金嘱託職員１名、合計２名増などで６９２万１千円の増額、１０節交際費は、

２８年度まで町民が亡くなられた際の香典等に当たる弔慰金をこの科目から支

出しておりましたが、２９年度から町民が亡くなられた場合、町民課が所管し

ている戸籍住民基本台帳費から一律５千円の弔慰金を支出することに変更する

ことから、これに要すると見込まれる金額４０万円を戸籍住民基本台帳費に移

すことにより減額するものであります。なお、町の功労者や公職者、町と特別

の関係にある方などに対する香典等は別途この科目から支出することといたし

ます。１４節使用料及び賃借料は、行政情報システム事務機器等使用料、パソ

コンのリース料でありますが、この減少などにより６７７万５千円の減、１９

節負担金、補助及び交付金は３年に１度の市町村職員退職手当組合の清算納付

金の支払いが２８年度にありましたが、２９年度はこれがないことから１２８

４万９千円の減となるものであります。９８ページ、２目会計管理費１５３万

８千円は出納事務に関する事務費を計上いたしております。子育て支援医療費

還元事業の金券発行にかかる印刷費などでありますが、２８年度と同額を計上

いたしております。９９ページ、３目財産管理費２４３７万１千円の計上であ

ります。この費目は役場庁舎、職員住宅及び振内単身者住宅の管理経費に関す

るものであります。１１節需用費、修繕料は、紫雲古津新規就農者研修住宅浄

化槽の交換と、職員住宅の改修を新規に行うことにより、２８年度に比べて５

４５万１千円の増額となっております。１５節工事請負費は、町有住宅屋根葺

替工事及び町有住宅の工事、解体を新たに実施することにより、２８年度に比

べて２２５万円増額するものであります。１００ページ、４目１３節町有林管

理費６７万円であります。例年、山火事巡視を沙流川森林組合に委託する委託

料でありますが、２８年度は１８節備品購入費として町有林管理備品を購入す

る予算２０万円を計上いたしておりましたが、それが終了したことから、この

金額が減額となっております。１０１ページ、５目町有林造成費６９８０万３

千円であります。この費目は町有林の各種整備事業などを計上いたしておりま

すが、１２節役務費、保険料は、森林保険料で２８年度と比べ７５万７千円の

減額となっております。森林保険は１年目から１０年目、１１年目から２０年

目まで各１０年分の保険料を一括して、その期間のはじめに支払う制度となっ

ておりますが、２９年度は樹齢が１１年目に当たる町有林が２８年度に比べ減

少したことなどによるものであります。１５節工事請負費は２９年度は間伐事

業の減少により、２８年度に比べ５３８万３千円の減額となっております。１
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０２ページ、６目広報広聴費５２４万円です。１１節需用費、消耗品費は２８

年度に比べ６５万９千円の増額となっておりますが、２９年度は１４年に一度、

日高振興局管内各町で人権啓発活動を実施するため、これに要する経費を計上

するものであります。２８年度は町政要覧を更新するため、１３節委託料で２

２６万８千円を計上しておりましたが、これが完了したため、２９年度の委託

料の計上はゼロとなるなど、広報広聴費全体で１３４万１千円の減額となって

おります。１０３ページ、７目支所費３８８万７千円であります。２８年度に

比べて１７６万８千円の減額でありますが、これは２８年度に実施した振内合

同庁舎地下タンク貯蔵所改修工事が終了したことによるものであります。１０

４ページ、８目公平委員会費３万７千円であります。委員会開催に伴う報酬、

費用弁償を計上しております。委員の交代があったため、会議開催時の交通費

にあたる費用弁償が１千円減額となっております。１０６ページ、９目企画費

４億５４７５万３千円であります。８節報償費１８３万円の増加は、地域おこ

し協力隊謝金を平成２８年度の社会福祉総務費からこの費目に振り替えたこと

によるものであります。１３節委託料は、小平地区携帯電話鉄塔整備調査設計

業務委託料などにより、２８年度に比べて３９５８万７千円増加しております。

１５節工事請負費は２９年度新規に実施する小平地区携帯電話鉄塔整備工事と

２８年度から事業を開始した二風谷地区再整備事業の事業量の増加により、２

８年度に比べて２億３８０９万９千円増額いたしております。１８節備品購入

費は、小平携帯電話鉄塔施設用備品の購入により１２９３万円の増額、９目企

画費合計で２８年度に比べ２億８５０７万６千円の増額となっております。な

お、住宅リフォーム助成金６００万円、町民税１％まちづくり事業補助金２０

０万円は、１９節において２８年度同様の予算措置をいたしております。１０

７ページ、１０目水資源対策費４０４３万円であります。７節賃金２８４万９

千円の減少は、平取ダム建設事業にかかるアイヌ文化環境保全対策調査員１名

分を一般管理費に振り替えたことによるものであります。１４節使用料及び賃

借料は、事務機器のリース使用の開始により２８４万９千円の増額となってお

り、１０目合計で７２万円の減額であります。１０８ページ、１１目交通安全

対策費４０６万７千円であります。１１節需用費は２８年度に計上した交通安

全のセットカーの車検が２９年度にはないこと、交通安全指導員に貸与する被

服の種類が２８年度に比べて２９年度は安価な種類のものであることなどか 

ら、需用費が２７万４千円減少したことなどにより、１１目全体で３９万６千

円の減額となっております。１０９ページ、１２目イオル推進対策費１１９２

万７千円であります。２８年度に比べて２０万２千円の増加となっております。

７節賃金３８万円は、嘱託職員の賃金単価アップによるものであります。１１

０ページ、１３目アイヌ文化情報センター費４５１万５千円、２８年度に比べ

２万１千円の増額であります。１１節需用費、修繕料で、木彫等体験スペース

の照明をＬＥＤに改修する費用の増加など、１１節で１０万１千円の増額とな

っております。１８節備品購入費１２万円の減は、二風谷工芸館の備品購入費
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の減少によるものであります。１１１ページ、１４目諸費５４万１千円であり

ます。２８年度にありました１４節使用料及び賃借料で旧王子製紙施設土地借

地料６５万１千円を企画費に移したことにより、節がなくなり１９節負担金、

補助及び交付金は、日高総合開発期成会負担金３０万円を企画費に移したこと

による減少などで１４目全体で２８年に比べ９８万７千円の減額となっており

ます。１１２ページ、２款２項１目税務総務費５４万７千円であります。この

科目は固定資産評価審査委員報酬、税務職員の旅費、町税の過年度還付金を計

上いたしております。平成２８年度に比べ２万２千円の減額となっております。

実績を勘案し、職員の出張旅費の予算を減額いたしております。１１３ページ、

２目賦課徴収費１２２３万６千円であります。１３節委託料は平成２８年度に

軽自動車税の税額の種類が増えたことによる集合主税の納税通知書のレイアウ

ト変更のため、電算システムの変更業務をいたしましたがそれが完了したこと

により３５万６千円の減額と３年に１度の固定資産税評価替え委託業務が完了

したことにより１６０万６千円の減額としたものであります。１４節使用料及

び賃借料で、債権管理システムを新たに導入するためのリース料の計上により

１６８万９千円の増額、１９節負担金、補助及び交付金は、日高管内地方税滞

納整理機構負担金などの減少で４６万４千円の減額となるなど、２目全体で２

８年度に比べ４０万６千円の減額となっております。１１４ページ、２款３項

１目戸籍住民基本台帳費９４２万円であります。２８年度に比べて１３７万５

千円の増額となっております。１４節使用料及び賃借料は、住民基本台帳ネッ

トワークシステム機器リース料の増加により７８万８千円の増額、１９節負担

金、補助及び交付金は、従来、町長交際費から支出していた死亡弔慰金をこの

科目に移し、町民が亡くなった際に、一律５千円を交付するものであります。

１１５ページ、２款４項１目選挙管理委員会費７６万７千円であります。２８

年度に比べて１３万１千円の増額となっております。選挙管理委員報酬など、

委員会運営経費を計上いたしております。１３節委託料の期日前投票システム

保守委託料でありますが、これに関して、２８年度は参議院議員選挙が行われ

たため、参議院議員選挙費で計上いたしておりましたが、２９年度は今のとこ

ろ選挙が行われる予定がありませんので、この経費を選挙管理委員会費で計上

することとしたため、１３万円の増額となっております。１１６ページ、２款

５項１目諸統計費１５万４千円であります。平成２８年度は経済センサスが実

施され、統計調査員報酬及び消耗品が増額いたしましたが、２９年度はこれが

ありませんので、２８年度に比べて３５万７千円の減額となっております。１

１７ページ、２款６項１目監査委員費１０９万２千円であります。監査委員報

酬、関係事務費について計上いたしております。２９年度は日高管内監査委員

協議会の開催回数が減少するため、９節旅費で２千円の減額となっております。

議長 休憩します。再開は１０時２０分とします。 
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   （休 憩 午前１０時１０分） 

   （再 開 午前１０時２０分） 

議長 再開します。休憩前に引き続き一般会計予算について提案説明を求めます。総

務課長。 

総務課長 １１８ページをお開き願います。３款１項１目社会福祉総務費２億９５２２万

３千円であります。２８年度に比べて３４８万３千円の減額となっております。

この科目は戦没者追悼式関係経費、各障害者給付費、国保会計繰出金、民生児

童委員活動経費、アイヌ文化振興対策経費などを計上いたしております。２８

年度と比べて大きな増減があるものをご説明いたします。８款報償費は４１６

万２千円の減額となっておりますが、これは地域おこし協力隊２名分の謝金を

２９年度から企画費に移すことによるものであります。１３節委託料は、社会

福祉バス運行委託料３００万円を計上し、社会福祉協議会に、高齢者や障害者

の足の確保を図る事業の委託を新たに開始いたしますが、国の政策で実施する

臨時福祉給付金の電算システム改修委託料が７０万２千円減少するなど、１３

節内差し引きで２１２万６千円の増額となるものであります。１９節負担金、

補助及び交付金は、年金生活者等支援臨時福祉給付金が臨時福祉給付金に統一

されることにより８７６万円減額いたしますが、鵡川・沙流川ＷＡＫＵＷＡＫ

Ｕ協議会補助金が２５０万円増額することなどにより、１９節合計で２８年度

と比べて５２９万１千円減額となるものであります。２０節扶助費は、障害福

祉サービス費等が１２８９万円増加いたしますが、重度心身障がい者医療費が

２５０万円減額することなどにより、２８年度に比べて、合計で１１１４万５

千円の増加となっております。２１節貸付金は、新たに事業の運営資金として

平取アイヌ協会に貸付金１３５万円を計上することなどにより、２８年度に比

べて１６４万４千円の増加となっております。２８節繰出金は国民健康保険特

別会計に対する繰出金で、２８年度より２２７万７千円低い４４８２万１千円

を見込むものであります。１２０ページ、２目老人福祉費１億９７８７万３千

円で２８年度に比べ７５９万１千円の減額であります。この費目は、老人福祉

寮経費、老人福祉バス運行経費、デイサービス運営費、高齢者事業団運営費、

介護保険特別会計並びに後期高齢者医療特別会計への繰出金などについて計上

いたしております。１３節委託料は振内地区生活支援ハウス指定管理委託料２

７０万円を新たに計上したものであります。１９節負担金、補助及び交付金は、

老人医療療養給付費負担金の減少により７１０万１千円の減額となっておりま

す。１２１ページ、３目すこやか福祉基金費１８４万２千円であります。単身

高齢者世帯に設置している緊急通報システム管理経費等について計上いたして

おります。１３節委託料１９万８千円の減額は緊急通報システム受信センター

の委託料が２８年度の６５台分から２９年度は５０台分に１５台分減少するこ

とによるものであります。１２２ページ、４目福祉施設費は、２８年度に比べ
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９１４２万２千円の減額であります。２８年度に民間業者が建設した振内地区

生活支援ハウスを町が買い取るための経費でありましたが、その事業が完了し

たため、２９年度は１１節需用費は、修繕料のみの計上であります。２９年度

はびらとり温泉ゆからの施設修繕料３０万円を計上いたしております。１２３

ページ、５目国民年金費１０万９千円であります。日本年金機構との連絡事務

経費となっております。２８年度と同額となっております。１２４ページ、６

目生活館費２７４６万７千円であります。１１節需用費は２８年度に比べて１

８８万円減額いたしておりますが、これは各生活館で消費する灯油の単価が２

８年度に比べて下がったことなどによるものであります。なお、２８年度、１

５節工事請負費で貫気別生活館トイレ改修、芽生生活改善センター改修、振内

町民センター整備の予算を計上いたしておりましたが、これが完了いたしまし

たため、６目全体で２８年度に比較して４８５８万７千円の減額となっており

ます。１２５ページ、７目共同作業場費２億３００４万７千円であります。２

８年度に比べて、２億２８８５万１千円の増額であります。これは１５節工事

請負費２億１１００万円で、２９年度新たに二風谷で平取町民芸品共同作業場

整備工事を行う予算を計上したことによるものであります。８目介護支援費１

７６万４千円、地域包括支援センターの運営に関する事務的経費を計上いたし

ております。９節旅費は２８年度に介護支援専門員、ケアマネージャーが５年

に一度受ける義務がある研修の予算を計上いたしておりましたが、２９年度は

この研修を受講しないことから、２４万円の減額となっております。１４節使

用料及び賃借料は、介護支援電算システムサーバー使用料２０万６千円を新た

に計上することなどにより、２２万１千円増額するものであります。１２７ペ

ージ、９目ふれあいセンター管理費２７０２万円です。１１節需用費は、燃料

費の単価が安くなっていることなどにより、２８年度に比べて１１５万２千円

減額いたしております。１８節備品購入費はふれあいセンターロビーの椅子と

テーブルを更新することなどにより３９万８千円を新たに計上いたしておりま

す。１２８ページ、１０目子ども発達支援センター費２８６万４千円でありま

す。ふれあいセンターの２階にある子ども発達支援センターの管理運営にかか

る経費を計上いたしております。１８節備品購入費は、知能検査セットなどを

購入するもので、２８年度に比べて５万円増額となっております。１２９ペー

ジ、１目児童福祉総務費２７８０万円であります。２８年度に比べて３３８万

８千円減少しております。１１節需用費は、紫雲古津へき地保育所のウッドデ

ッキ及び外壁修繕の実施が２８年度で終了したことから、２８年度に比べて３

１５万４千円の減少となっております。１３節委託料は保育料電算システム改

修委託が２８年度で終了したことなどから、２８年度に比べて８３万５千円減

額いたしております。１３０ページ、２目児童措置費２億３１２１万５千円で

あります。１３節委託料は、町内にある四つの常設保育所運営費委託料で、児

童数の増加によって、２８年度に比べて１８６８万９千円の増額となっており

ます。１３１ページ、３目児童福祉施設費２３０万５千円であります。２８年
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度に比較して、２７万円の増額となっております。この科目はびらとり児童館

及びふれない児童クラブの運営について計上いたしております。１１節需用費

はびらとり児童館、ふれない児童クラブの月例行事及び学校の長期休暇中の行

事等の材料費を新たに計上いたしたもので、２８年度に比べて２８万円の増額

となっております。１３２ページ、４款衛生費に移ります。４款１項１目保健

衛生総務費２９９万６千円の計上です。２８年度に比較して４千円の減額とな

っております。１３節委託料は８万４千円の減額ですが、歯科健診等歯科指導

業務委託料を委託日数の実績に基づき精査し、減額したものであります。１８

節備品購入費９万円は、荷菜保育所、弥生保育園、振内保育所でフッ化物洗口

の薬剤保管庫を購入するものであります。１３３ページ、２目予防費は各種予

防接種経費や検診委託等について計上をいたしております。予算は３５６３万

３千円を計上し、２８年度に比較して１０６万５千円増額いたしております。

１１節需要費は消耗品費のうち、乳幼児予防接種用ワクチンについて、２８年

度の支出額の実績に基づき、２８年度に比べて３１万１千円の減額といたして

おります。１３節委託料は、インフルエンザ予防接種、高齢者肺炎球菌予防接

種、乳幼児予防接種等の委託料について、支出額の実績に基づき２８年度に比

べて３６万１千円の減額となっております。１９節負担金、補助及び交付金は

不妊治療費助成金について、２９年度から新たに体外受精、顕微受精に関する

治療にも対象を拡大するとともに、妊産婦の交通費及び宿泊費を助成すること

により、２８年度に比べて１９２万８千円増額となっております。１３５ペー

ジ、３目保健活動費４５万５千円は、保健活動業務にかかる職員の出張旅費や

事務経費を計上いたしております。１１節需用費については、公用車の燃料費

の減により３万２千円を減額いたしております。１３６ページ、４目環境衛生

費１億５７４０万３千円であります。廃棄物、し尿処理の組合負担金、有害鳥

獣駆除等にかかる経費について計上いたしております。２８年度に比較して４

１万３千円増額となっております。１２節役務費、手数料８２８万２千円で、

２８年度に比べて４４万９千円の減額となっておりますが、これはシカの捕獲

頭数が減少していることから、捕獲後の指定処理施設搬入手数料、２８年度が

１９００頭分であった予算を２９年度は１８００頭分として１００頭、減額で

計上いたしております。１３節委託料２９４８万６千円は、２８年度に比べて

１０５万６千円の減少でありますが、これはシカ捕獲業務委託料及び指定処理

施設運搬費を１２節同様１００頭分減少で計上していることによるものであり

ます。１９節負担金、補助及び交付金は１８９万１千円の増加でありますが、

これは、ごみ処理対策費として、平取町外２町衛生施設組合に対する負担金の

増額及び、し尿・汚泥収量の増加により、胆振東部日高西部衛生組合負担金が

増額となったことによるものであります。ここで平取町外２町衛生施設組合負

担金及び胆振東部日高西部衛生組合負担金について説明いたしますので、予算

説明資料の３０ページをお開きいただきたいと思います。予算説明資料３０ペ

ージ、平成２９年度平取町外２町衛生施設組合負担金計算書、ＮＯ．１につい
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て説明いたします。上段の表一番左が費目の区分となっておりまして、一番右

に構成町負担金が記載されております。平取町の負担金は、右から３列目で議

会費１８万２千円、総務費２４０８万１千円、事業費５８９２万４千円、公債

費７０９万１千円、予備費２２万９千円、合計９０５０万７千円となっており

ます。２８年度対比で６９万４千円の増額となっております。負担割合は議会

費は３町の均等割で、その他は均等割２０％、国勢調査人口割８０％として算

出されております。次に衛生施設組合全体としての予算規模は３１ページ、負

担金計算書ＮＯ．２に記載の歳入歳出各合計欄にありますとおり２９年度７億

７７１０万円で、２８年度に比べて２億５６５８万円の増額となっております。

これは事業費の中の焼却施設基幹改修工事３億５３万５千円の増額が主な理由

であります。次に、胆振東部日高西部衛生組合予算について説明いたしますの

で、予算説明資料の３２ページをお開き願います。平成２９年度、胆振東部日

高西部衛生組合一般会計予算比較表について説明いたします。下段の表、歳出

２９年度の合計１億８８６７万７千円で、２８年度に比較して５２９万６千円、

２．７％の減額となっております。し尿処理券売りさばき手数料の減額、し尿

収集委託・工事等の減額、給与費の減額などによるものであります。次に、３

４ページをお開き願います。上段、平成２９年度関係町別負担金計算書（当初）

をご覧願います。右から２列目にある平取町の負担金額は、議会費等経常経費

合計で、下から４行目の条例による算出額に記載の２３６７万３千円でありま

す。なお、負担金の負担割合は、議会費等については構成５町の均等割、経常

経費については、国勢調査人口割が３５％、収集量割が６５％となっており、

平取町の負担金の負担率としては２２．２％となっております。続きまして、

予算書１３７ページにお戻り願います。１３７ページ、５目墓地火葬場費３２

２万３千円であります。墓地及び火葬場の管理経費について計上いたしており

ます。２８年度に比較して１２６万８千円の増額となっております。１１節需

用費２７６万円は、２８年度に比べ１４４万７千円の増額となっておりますが、

これは２９年度に火葬場の火葬炉を修理する経費及びアイヌの先祖供養儀式シ

ンヌラッパを行うため、上貫気別の墓地を整地する費用を新たに計上したこと

などによるものであります。１２節役務費、手数料で１４万９千円減額いたし

ておりますが、これは斎場の支障木伐採手数料が２８年度に終了したことによ

るものであります。１３８ページ、６目診療所費９７２万円です。２８年度に

比べ２０８万円の減額となっております。２９年度は１１節需用費、修繕料で

平取歯科診療所の建物が老朽化したことによる修繕費２００万円を新たに計上

いたしております。１３９ページ、４款２項１目小規模給水施設費１５万４千

円の計上であります。町内における無水地区の生活環境と保健衛生の向上を目

的とするもので、２８年度と同額となっております。１４０ページ、２目小規

模給水施設管理費４４０万円であります。川向営農用水施設の管理経費等につ

いて計上しております。２８年度に比べ９５万円の減額となっております。１

１節需用費８０万５千円の減額は、２８年度に比べて、配水管の漏水と浄水場
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などの修理箇所が減少したことによるものであります。１３節委託料は、計装

機器の保守点検委託料が減額となったことによるものであります。１４１ペー

ジ、４款３項１目排水処理費９４５４万９千円であります。雑排水処理施設の

管理経費等を計上しております。２８年度に比較して５３９８万８千円の増額

となっております。１３節委託料は９２５万２千円の増額となっておりますが、

これは、２９年度に本町地区雑排水処理施設調査実施設計委託料を新たに計上

したことによるものであります。１５節工事請負費３５００万円は、平成８年

度に供用開始した小平地区の雑排水処理施設の改修工事にかかる費用となって

おります。１９節負担金、補助及び交付金９２０万円は中山間総合整備事業に

かかる移設工事費、ケナシ排水路の町負担金となっております。１４２ページ、

これより５款農林水産業費に移ります。５款１項１目農業委員会費７４４万９

千円であります。ここでは農業委員会の活動経費等について計上いたしており

ます。２８年度に比較して５２万円の増額となっております。１節報酬５０万

円の増額は、農業委員会の制度改革により、２９年度から新たに農地利用最適

化推進員が７名任命されることにより増額となるものであります。１１節需用

費は消耗品費で１８万２千円の増額ですが、これは農業委員と推進員に作業服、

身分証明書などを購入する予算を新たに計上することによるものであります。

１３節委託料１８万３千円の減額でありますが、これは２８年度に地籍図書き

込み業務委託のなかで現況重ね図の書き込み委託を実施したもので、これは２

年に１度の作業であり、２９年度は実施しないため減額となるものであります。

１４３ページ、２目農業振興費１億８１１９万６千円であります。農業の振興

にかかる各種事業費を計上いたしております。２８年度に比べて２４９１万９

千円増額しております。８節報償費は、農業研修生指導謝金６４万円の減額で

あります。受け入れの人数を６名から４名にしたことによるものであります。

１１節需用費は、修繕料が１３０万７千円増額しております。これは有害獣侵

入防止柵の補修をするための経費に充てるためのものであります。１３節委託

料は１４４４万円の減額であります。これは、特産物消流対策業務委託と農業

振興地域整備計画変更調査業務委託料が２８年度で終了したことによるもので

あります。１９節負担金、補助及び交付金は２８年度に比べ３８５７万１千円

の増額となっております。これは荷菜ケナシ地区で行われる中山間地域型農地

整備事業負担金及び青年就農給付金事業交付金が増額となったことが主な理由

であります。１４５ページ、３目後継者対策費５７万６千円であります。この

費目は、農業後継者対策の事務費、農村ふれあい事業補助金について計上いた

しております。２８年度に比べて９節旅費が２万９千円減額となっております

が、これは、日高管内婚活支援協議会関係の職員出張費を企画費に移したこと

が主な理由であります。１４６ページ、４目畜産業費４５１２万５千円であり

ます。家畜共進会経費、軽種馬消流対策費、畜産公社関係費、町営牧野管理委

託などについて計上いたしております。２８年度に比較して４８万２千円の減

額となっております。１４節使用料及び賃借料は町営牧野の作業用機械の一部
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のリース期間が終了したため、使用料が減額するものであります。１９節負担

金、補助及び交付金は肉用牛飼養奨励補助の中の繁殖素牛導入補助金の対象が

２０戸から１０戸に減少いたしましたが、新たに繁殖牛定着化のための補助金

を設けたことから、合計で１１６万円の増額となるものであります。１４７ペ

ージ、５目山村振興等農林漁業特別対策事業費３００万円であります。金額は

２８年度と同額となっております。１３節委託料は振内のトマトジュース工場

の管理委託料となっております。１４８ページ、５款２項１目林業総務費９９

万５千円、２８年度と同額となっております。地域緑化推進経費、林野火災予

消防対策協議会経費について計上いたしております。１４９ページ、２目林業

振興費１７８０万１千円であります。民有林活性化等の関係経費を計上してお

ります。１９節負担金、補助及び交付金１７７４万７千円、２８年度対比で２

２４万１千円の減額となっております。これは民有林活性化事業にかかる造林

推進の補助対象面積の減少により、補助金が減額となっているものであります。

１５０ページ、３目治山治水費３１９３万３千円であります。生活環境保全林

管理委託料及び小規模治山事業等について計上いたしております。２８年度に

比べて９２３万７千円の増額であります。１３節委託料は、小規模治山事業、

旭水口の沢が新たに始まることにより４００万円の増額となっております。１

５節工事請負費は旭水口の沢小規模治山工事を予定いたしております。１５１

ページ、４目林道費７０３１万４千円で、２８年度に比べ、４６４１万９千円

の減額となっております。１３節委託料２８年度に比べて９１２万４千円の減

額は、その他林道オユンベ線調査設計委託が終了したことによるものでありま

す。１５節工事請負費は、その他林道オユンベ線改良工事が２７年度から、芽

生林道開設工事が２８年度から、それぞれ継続事業として実施いたしておりま

すが、事業量が２８年度に比べて減少したことにより２６００万円の減額とな

っております。１５２ページ、６款商工費に移ります。６款１項１目商工総務

費７４４３万円、２８年度に比較して１７９５万２千円の増額であります。１

１節需用費３４８９万１千円で、そのうち消耗品費は２８年度に比べて１４５

９万３千円の増加となっておりますが、これはふるさと納税を行う際のインタ

ーネットシステムや返礼品の内容を見直し、寄附をしてくださる方にとってよ

り利用しやすくすることにより、歳入を２８年度の４千万円から２９年度は５

８００万円と、１８００万円、率にして４５％増加を見込むこととし、そのた

めの返礼品の予算が増えることによるものであります。１４節使用料及び賃借

料は８０２万２千円で、２８年度に比べて６６４万３千円の増加といたしてお

りますが、これも、ふるさと納税のシステム見直しに伴って見込まれる寄附金

の歳入増加に比例して増えるインターネットシステム利用料とクレジットカー

ド決済するためのインターネット公金支払い手数料となっております。加えて、

２８年度は１２節役務費、通信運搬費で計上しておりましたふるさと寄附の返

礼品に関する輸送コストを２９年度につきましては１４節に統一いたしたこと

などから増額するものであります。２５節積立金１５０８万７千円についても、
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ふるさと納税に関する計上であります。５８００万円の歳入から返礼品とイン

ターネットシステム利用料及び公金支払い手数料の経費を差し引いた金額をふ

るさと応援基金に積み立てるものであります。１５３ページ、２目商工振興費

６４５２万７千円であります。２８年度に比べて６１６万３千円の増額となっ

ております。１９節負担金、補助及び交付金は２８年度までは補正予算により

予算計上いたしておりました、地域商品券発行事業補助金を２９年度は当初予

算に組み込んだこと、空き店舗活用事業補助金の新設などにより４７１万５千

円の増額となっております。２１節貸付金は２８年度から開始した中小企業経

営改善融資資金貸付金制度が２年目を迎えて、２９年度貸付見込み分を含めて、

融資残高が増加することによるものであります。１５４ページ、３目地場産業

振興費１３３万円であります。１９節負担金、補助及び交付金のうち、地場産

業振興対策補助金１００万円は地場産業の振興に寄与すると認められる、試験

研究及び、設備の導入に関して町が補助するもので、地場産業振興融資資金利

子補給費補助金３３万円は、当該制度を利用して融資を受けた事業者に対する

利子補給となっております。２８年度に比べ１７万円の減額は利子額の減少に

よるものであります。１５５ページ、４目地域振興費１８万６千円であります。

市街地再開発に関する管理経費等を計上いたしております。１１節需用費、消

耗品費はみどりが丘中央線かつら通りポケットパークの花の苗代５万円となっ

ており、２８年度と同額であります。１５６ページ、６款２項１目観光振興費

２２６５万４千円であります。振内山の駅ほろしり館管理運営費、観光協会補

助金など観光振興に関する経費であります。１４節使用料及び賃借料は幌尻岳

関連予約システム等使用料を導入することにより、増額するものであります。

１８節備品購入費は、町の公式キャラクターであるびらっきーの着ぐるみ、夏

場使用できる生地が軽い素材のものを新たに製作するための経費１０２万１千

円となっております。１５７ページ、２目公園管理費５１５５万４千円であり

ます。これは、すずらん群生地管理経費及び二風谷ファミリーランドをはじめ

各公園の管理経費について計上いたしております。２８年度対比５５３万３千

円の減額となっております。１３節委託料は２８年度に比べて１５０万７千円

の増額ですが、これはすずらん群生地の一部観賞道拡幅や、観光入り込み調査

を含む文化的景観公園整備計画策定委託料を新たに計上したことによるもので

あります。１５節工事請負費は、二風谷ファミリーランドパークゴルフ場水飲

み場整備工事を行うものであります。１５８ページ、７款土木費に移ります。

７款１項１目土木総務費７２万６千円であります。ここには土木関係事業費や

加盟団体への負担金を計上いたしております。１９節負担金、補助及び交付金

は負担金算定方法の変更により、１万３千円の減額となっております。１５９

ページ、７款２項１目道路維持費１億５７６万５千円、２８年度対比で７１８

万４千円の減額となっております。１１節需用費は２８年度対比で７５万７千

円の減となっております。これは、かつら通りの街灯をＬＥＤに交換したこと

により、電気料が減少したこと、これが主な理由であります。１４節使用料及
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び賃借料はＬＥＤ道路照明器具使用料を新たに計上したことなどにより、２８

年度に比べ３６６万３千円の増額となっております。１５節工事請負費は、２

８年度に比べ９９５万円減額しておりますが、これは振内市街川沿線補修工事、

側溝整備、縁石補修、舗装補修が２８年度に終了したことによるものでありま

す。１６０ページ、２目道路新設改良費１億７７９３万６千円であります。２

８年度に比較して８９９２万１千円の増額となっております。１５節工事請負

費は、新規工事として荷菜田村線改良舗装工事、荷菜三浦分譲２号線改良工事、

継続事業として荷菜牧場線改良舗装工事、荷負市街線拡幅改良工事、川向学校

シラウ川線改良舗装工事、川向町界線舗装新設工事を予定し、そのための予算

として１億７６７２万円を計上いたしております。１６１ページ、３目橋梁維

持費８６６０万円であります。２８年度に比較して４２３０万円の増額であり

ます。１３節委託料は２９年度新たに仁世宇１号橋実施設計委託料を計上いた

しております。１５節工事請負費は荷菜大橋橋梁補修工事、幌毛志橋橋梁補修

工事など４３３０万円を計上いたしております。１６２ページ、７款３項１目

河川維持費４１９８万３千円であります。普通河川にかかる維持補修費を計上

いたしております。２８年度に比較して４１７万１千円の増額であります。１

５節工事請負費はタンノの沢護岸整備工事ほか４か所、３４６０万円を計上い

たしております。１６３ページ、７款４項１目住宅管理費４４６９万９千円で

あります。町営住宅の維持管理経費について計上いたしております。２８年度

に比較して１３８万６千円増額しております。１１節需用費は２８年度対比で

４５万２千円減額しておりますが、これは修繕料で雑排水管清掃業務を２９年

度から委託料に移すことなどによるものであります。１５節工事請負費は、公

営住宅の改修工事で内部改修１戸、浴場改修２戸、屋根葺き替え１棟、外壁張

替え１棟、浄化槽設置２棟を予定しております。予算は２８年度に比べ１００

万円増額いたしております。１６４ページ、２目住宅対策費８６２万１千円で

あります。ここには、アイヌ住宅改良資金貸付金、１件分７６０万円と、これ

にかかる経費並びに選考委員の報酬等を計上いたしております。１２節役務費、

手数料は、２８年度に比べて８０万円増額いたしておりますが、これは２８年

度に１３節委託料で計上した民事執行予納金を２９年度からは、役務費手数料

に科目を移すことによるものであります。アイヌ住宅改良資金貸付金の滞納整

理をするために、弁護士に委託して整理するもので、償還金の滞納を整理し、

もって負担の公平性を確保しようとするものであります。 

議長 休憩します。再開は、１５分といたします。 

   （休 憩 午前１１時 ５分） 

   （再 開 午前１１時１５分） 

議長 再開します。休憩前に引き続き、一般会計予算についての提案説明を求めます。
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総務課長。 

総務課長 予算書の１６５ページをお開き願います。３目住宅建設費９０２３万円であり

ます。２８年度に比べ８６０万円減額しております。１５節工事請負費は８９

７０万円で、去場団地の公営住宅１棟４戸の建設と浄化槽の設置及び去場団地

の公営住宅解体工事２棟８戸がその内訳となっております。３目住宅建設費全

体で８６０万円の増額となっております。１６６ページ、８款消防費に移りま

す。８款１項１目消防費１９節負担金、補助及び交付金、日高西部消防組合負

担金３億１７４１万１千円であります。２８年度に比較して４３０１万７千円

の増額となっております。本年度、負担金が増になった要因といたしましては、

振内分遣所に配置しているポンプ車の更新、救助資機材の整備、火災防御資機

材の整備、消防団員防火服の整備をする予定となっており、前年度より増とな

っております。日高西部消防組合負担金について説明いたしますので、予算説

明資料の２９ページをお開き願います。平成２９年度日高西部消防組合負担金

についてご説明いたします。上段の表の一番左の費目の区分、議会費の平取町

負担金、小計①３５万７千円、消防本部費②１８３９万３千円、ヘリ負担金③

１８万３千円、共通経費合計（Ａ）１８９３万３千円となっております。負担

割合は議会費等が２町均等割で、消防本部及びヘリ負担金が財政割１５％、人

口割８０％、平均割５％となっております。次に中段の表、署・支署費等、小

計２億９６９８万６千円、庁舎負担金１０４万６千円、公債費等、小計８１万

１千円、構成町経費合計２億９８８４万３千円、歳出合計３億１７７７万６千

円、署・支署歳入３６万５千円、負担金３億１７４１万１千円となっておりま

す。構成町２町合計で８億８２９１万１千円となっております。なお、庁舎負

担金は平成２７年度に改築されました消防本部庁舎に関する平取町負担金１５

６８万円を、２８年度から１５年分割で支出するものであります。予算書の１

６７ページにお戻り願います。１６７ページ、２目災害対策費２０９万８千円

であります。１１節需用費は２８年度対比で２２万３千円増額しております。

これは災害用備蓄品として２９年度新規に食料、毛布などの災害用備蓄品を購

入するためのものであります。１８節備品購入費は２４万円の減になっており

ますが、これは２８年度に計上した発電機の購入が終わったためであります。

１６８ページ、９款教育費に入ります。９款１項１目教育委員会費２０４万４

千円であります。教育委員の報酬及び費用弁償、教育長交際費について計上い

たしております。１節報酬、２８年度対比５万４千円の減額は２８年度におい

ては、制度上９月まで教育委員長が存在することが可能な仕組みでありました

ことから、２９年度予算ではこれを減額するものであります。１６９ページ、

２目事務局費５７６０万２千円であります。７節賃金は平成２３年度から実施

している指導強化のための独自配置の生徒指導教員の賃金を計上いたしており

ます。２９年度は充実した授業環境を整えるクラス編成を行うため、小学校の

時間講師を１名増員することにより、予算が増加いたしますが、一方で２名の
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小中学校生徒指導教員が変わり、年齢が下がることにより、賃金単価が低くな

り、賃金総額が減額することによる減額との差し引きで、２８年度対比１６７

万３千円の減額となるものであります。１３節委託料は、２８年度対比で４２

万１千円の減となっておりますが、これは２８年度までの学校管理委託料を廃

止したことによるものであります。１７節公有財産購入費９７１万７千円は、

ふるさと親子留学居住用ログハウスを購入するための経費が増嵩したことから

２８年度対比で１３８万９千円増加しております。１９節負担金、補助及び交

付金は、２８年度対比２５３万２千円の減額となっておりますが、これは、平

取高校の生徒の減少により、通学費、制服購入費、資格検定料の補助金などが

減額となるものであります。１７１ページ、９款２項小学校費１目学校管理費

１億４６４７万２千円であります。４節共済費は、９名の学校特別支援教育支

援員に関する健康保険及び年金保険が配偶者の扶養に入ることとなることによ

り、町で加入している社会保険から脱退することになることから、２８年度ま

で計上しておりました社会保険料が２７１万８千円減額することによるもので

あります。７節賃金は学校特別支援教育支援員が対象生徒の減少により、１名

減となり、２８年度に比べて８７万６千円の減額となるものであります。１１

節需用費は修繕費で平取小学校体育館の照明をＬＥＤ化することにより１２８

万４千円の増額、１３節委託料は、児童生徒輸送運行委託料がスクールバス８

台の燃料単価の減と、２９年度は２年に１度タイヤを更新しない年に当たるこ

となどで１６６万円の減、１４節使用料及び賃借料は事務機器等使用料で、一

部リース期間が切れた機器があることなどから、２８年度に比べて５４万３千

円の減、１５節工事請負費は、二風谷小学校体育館屋根改修工事、貫気別小学

校ランチルーム改修工事、教職員住宅解体工事で、２８年度に比べて５９０万

円の増額となり、１目合計で２８年度に比べて１７２万５千円の増額となって

おります。１７３ページ、９款２項小学校費２目教育振興費２１２８万９千円

であります。２８年度に比べて４３８万７千円の増額です。１７節公有財産購

入費は児童用パソコン購入費ですが、２６年度から２８年度にかけて小学校全

児童用にタブレット型パソコン９５台、電子黒板１１台、無線ＬＡＮ設備を導

入してＩＴ環境を整備いたしておりますが、その償還費について計上しており

ます。償還期間は導入の翌年から５年間となっておりまして、２８年度に導入

した電子黒板５台の償還が２９年度から始まることにより、２８年度に比べて

１５３万６千円の増額となっております。１７４ページ、９款３項中学校費１

目学校管理費４５２２万４千円であります。中学校の管理経費について計上い

たしております。２８年度対比４３２万３千円の増額であります。１１節需用

費は修繕料で、平取中学校体育館の照明をＬＥＤ化するために、２９年度に比

べて１５４万２千円の増加となっております。１５節工事請負費は、教員住宅

改修工事で２戸の住宅をトイレ水洗化、ユニットバス工事、屋根の塗装など大

規模修繕を計上したため、２８年度と比べて３５０万円の増額となっておりま

す。１７５ページ、２目教育振興費１０５０万４千円であります。２８年度に



- 18 - 

比べて、６６万８千円の増額となっております。１７節公有財産購入費、小学

校費同様２６年度から２８年度にかけて実施した、生徒用パソコン５５台、電

子黒板６台の導入と、無線ＬＡＮ施設整備費の償還費の増加で２８年度に比べ

９２万４千円の増額となっております。１７６ページ、９款４項１目社会教育

総務費１５７５万９千円、２８年度対比１３８万８千円の増額であります。８

節報償費は２８年度に隔年で開催をいたしました芸術鑑賞会の出演者に対する

謝金が２９年度は計上しないことにより、２８年度に比べて２５０万円の減、

１９節負担金、補助及び交付金は平取町自治振興会が、町経由で宝くじ協会の

コミュニティー助成金を受け、老朽化した大判の印刷機等を更新するため、２

８年度に比べて１２６万４千円の増額となっております。１７７ページ、９款

４項２目公民館費５２０３万７千円であります。中央公民館の管理運営費につ

いて計上いたしております。２８年度に比較して、２５４８万４千円の増額と

なっております。１１節需用費は２８年度対比７７万７千円の増額で、中央公

民館の大会議室の窓のサッシ工事を行うものであります。１８節備品購入費は、

町有バス２台のうち、老朽化し故障が目立つ１台、これは平成１４年度に導入

した中型バスでありますが、これを更新するため、２８年度に比べて２４９５

万３千円の増額といたしております。１７８ページ、９款４項３目文化財保護

費５１４５万１千円であります。この科目は文化財審議会、二風谷アイヌ文化

博物館管理経費、アイヌ文化体験学習事業などについて計上しております。１

１節需用費は、印刷製本費で２８年度に作成した博物館の文書送付用封筒のデ

ザインリニューアルを含む更新が終了したこと、修繕費で旧平取高校、旧社会

福祉協議会が入っていた建物でありますが、これを修繕して使用をするとして

おりました予算を２８年度に計上しておりましたこれが終了したことなどによ

り、２８年度に比べ３７５万５千円の減額となっております。１３節委託料は

現在振内青少年道場に収蔵してある開拓財産を旧荷負小学校に移設するための

業務委託料を計上したことにより、２８年度に比べて１５４万３千円の増額と

なっております。１５節工事請負費は旧振内青少年道場の解体工事に要する予

算を計上いたしております。１８０ページ、９款４項４目埋蔵文化財保護費６

２万２千円であります。この科目は事業の実施に伴って、遺跡が発掘された場

合に、緊急的に試掘するための調査作業賃金、機械借上料、連絡車の使用料な

どを計上いたしております。１８１ページ、９款４項５目沙流川歴史館管理費

３６６万４千円であります。歴史館の管理経費を計上いたしております。９節

旅費で特別展示資料調査の出張旅費の減により、２８年度に比べて３万７千円

の減額となっております。１８２ページ、６目図書館費８０５万２千円であり

ます。図書館の管理運営に関する経費を計上しております。２８年度と同額と

なっております。１８３ページ、９款５項１目保健体育総務費４１６万８千円

であります。スポーツ教室講師謝金、各種スポーツ団体への補助金など、スポ

ーツ振興のための経費を計上しております。２８年度対比３万６千円の減額で

あります。１節報酬は、２８年度対比で２万３千円増額となっておりますが、
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これは２９年度日高管内スポーツ推進委員研修会が平取町で開催されるため、

スポーツ推進委員７名全員が参加することを見込んで、そのための報酬を計上

していることによるものであります。８款報償費は、学校開放事業管理者賃金

を過去の実績から５万円減額しているものであります。１８４ページ、９款５

項２目体育施設費２９６４万５千円であります。町民体育館、振内青少年会館、

貫気別町民センター、旧荷負小学校及び町民プールの管理経費を計上しており

ます。２８年度対比２１５万７千円の増額となっております。１１節需用費は、

修繕料で本町、振内町、貫気別の町民プールの屋根、壁、シートの張り替え修

繕を行いますが、燃料費、光熱水費など維持費を過去の実績を基に減額し、１

１節合計で差し引き８８万７千円の減額としております。１３節委託料は、町

民体育館床塗装業務委託料を新たに計上したことなどから、２８年度に比べて

４３万６千円の増額となっております。１８節備品購入費は、２９年度に町民

体育館備品のポータブルアンプセット、マイク外部スピーカーつきの更新、町

民体育館体育室の柔道用畳を入れ替えるための予算を新たに計上し、２８年度

対比で２９１万９千円の増額としております。１８５ページ、９款６項１目学

校給食費２８８１万１千円、２８年度対比２４２万４千円の増額となっており

ます。小学校５校、中学校２校に学校給食を提供するための管理経費を計上し

ております。１３節委託料は２８年度末で定年を迎える給食調理員を２９年度

から業務委託することにより、２６５万２千円増額いたしております。１８６

ページ、１０款１項１目現年発生災害復旧費６２万５千円であります。この科

目は、災害発生時の応急復旧費用等について計上しております。１９節負担金、

補助及び交付金で北海道災害復旧促進協会特別負担金が２９年度は８万６千円

増額となっております。１８７ページ、１０款２項１目過年発生林業施設災害

復旧費４００万円であります。昨年８月の台風９号により被災した森林管理道

二風谷線の災害復旧にかかる経費を計上しております。１３節委託料として復

旧にかかわる実施設計費を計上しております。１８８ページ、１１款１項公債

費１目元金５億５２２万７千円、起債の借入元金の償還金であります。２８年

度に比べ３５７１万６千円の減額となっております。なお、各起債の償還予定、

残高については２０８ページに記載をいたしております。１８９ページ、１１

款１項公債費２目利子２３節償還金、利子及び割引料４３１１万６千円であり

ます。起債の金利償還分となっております。一時借入金利子は１５０万円を計

上しております。１９０ページ、１２款１項１目国民健康保険病院特別会計繰

出金２億９８６７万２千円となっております。一般会計から国保病院会計に対

して、事業の運営資金を補填するものであります。１９１ページ、２目簡易水

道特別会計繰出金、一般会計から水道会計に対して補填するものであります。

７３７４万５千円を計上しております。１９２ページ、１２款２項１目平取町

財政調整基金積立金２８３万５千円ですが、この１目から８目を除く２００ペ

ージの９目平取町地域雇用創出基金積立金に関しましては、金融機関の預け入

れ等の利率を０．０６％から０．１１％として積算し、その利子分を積み立て
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るものであります。次に、１９９ページをお開き願います。１９９ページ、１

２款２項８目平取町金券基金積立金は、中学生以下の町民の医療費自己負担金

を実質無料にするための子育て支援医療費還元事業に関するもので、町が当該

医療費相当分を町内で使える金券に換えて発行するものであります。２８年度

は概算で５００万円を計上いたしましたが、過去の決算の実績から勘案し、２

９年度は当初予算で６７０万円を計上するものであります。次に２０１ページ、

１３款１項１目予備費であります。２８年度と同額の５００万円を計上してお

ります。以上で歳出に関する説明を終わらせていただきます。続いて歳入に関

する説明をさせていただきますので、歳入１１ページをお開き願います。１１

ページ、歳入について説明いたします。１款１項１目町民税個人１節現年課税

分であります。均等割は納税義務者２３２５人とし、税額３５００円、収納率

９８％で７９７万４千円を見込んでおります。所得割は課税所得を２８年度よ

り１億６６５万円増加の３６億９９００万円、平均税率を６％とした算出税額

を２億２１９４万円とし、これから住宅借入金等控除分を差し引いた額に収納

率９８％を乗じた２億１６３８万３千円といたしております。１節合計では、

２８年度に比較し６２２万８千円の増額となっております。２節滞納繰越分は

収納率を１８％とし、３０４万６千円としております。１２ページ、１款１項

２目町民税法人１節現年度課税分であります。均等割は２８年度と比べ５社多

い１２８法人１１６９万円を計上しております。法人税割は税率１２．１％、

９３３万４千円を見積もり、２８年度予算対比で２８４万７千円の増と見込ん

でおり、２目合計としては、前年度より４５２万７千円の増加となっておりま

す。１３ページ、１款２項１目固定資産税１節現年課税分であります。土地に

つきましては、２８年度中の地目変更等を積算し、課税標準額を１９億５１５

０万円とし、税率を乗じた算出税額から生活保護等の減免額を控除した調定見

込み額に収納率９６％とし、収入見込み額を２６１７万８千円としております。

家屋は新築、増築、滅失等を積算し、課税標準額を５０億９２２１万５千円と

して算出される税額に新築等減免額を控除し、収納率９６％を乗じた６６２６

万５千を収納見込み額としております。償却資産は申告書等により課税対象の

把握を行い、課税標準額を２８年度対比１９５７万２千円増の５３億７２３５

万８千円とし、税率を乗じた調定見込み額に収納率９６％をかけて、収納見込

みを７２２０万４千円としております。滞納繰越分は収納率を１８％とし、４

８７万５千円といたしております。１目合計では２８年度に比べ１７２万２千

円の増額となっております。１４ページ、１款２項２目国有資産等所在市町村

納付金及び交付金１０９８万円を計上しております。国有林野、道有資産、北

海道開発局所管の資産など、国や道などが所有する収益的な事業に使われる資

産について、固定資産税のかわりに交付されるものであります。１５ページ、

１款３項１目軽自動車税です。１節現年課税分で対２８年度比３１万７千円の

増である１４５７万円としております。２節滞納繰越分は収納率を１８％とし、

３３万円の収入を計上しております。１６ページ、１款４項１目町たばこ税で
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あります。旧３級品、わかば、エコー、バット、しんせいにつきましては、平

成２８年度決算見込みから８６万４６１０本とし、税率を乗じ、調定額で２８

６万９千円と見込んでおります。旧３級品以外は、２８年度の決算見込みから

７０９万２６３２本とし、税率を乗じ調定額を３７３２万１千円と見込んでお

ります。１７ページ、１款５項１目入湯税はびらとり温泉ゆからの宿泊者を７

６００人と見込み、税率１人１５０円を乗じて１１４万円の収入を見込んでお

ります。１８ページ、２款１項１目地方揮発油譲与税でありますが、平成２８

年度決算見込み数値に、地方財政計画等の推定交付率を乗じ２２００万円を見

込んでおります。１９ページ、２款２項１目自動車重量譲与税であります。国

税としての重量税を市町村道の延長、面積に応じ３分の１が地方に交付される

もので、平成２８年度決算見込み数値に地方財政計画等から予想される推定交

付率を加味し、２８年度対比２２０万円増の４７００万円を見込んでおります。

２０ページ、３款１項１目利子割交付金であります。これは貯蓄などに伴い生

じる利子の額に応じて徴収される利子課税のうち、５％は道民税となり、その

内５分の３が市町村の個人道民税の額に応じて市町村に配分され、交付される

ものであります。平成２８年度決算見込み数値により２８年度対比１０万円減

の１００万円といたしております。２１ページ、４款１項１目配当割交付金で

あります。これは上場株式等の配当に対し道が課税し、その内５９．４％相当

分が市町村に交付されるものであります。２８年度決算見込み等から勘案し、

前年同額の４０万円を見込んでおります。２２ページ、５款１項１目株式等譲

渡所得割交付金であります。これは株式等の配当に対し道が課税し、そのうち

の５９．４％相当が市町村に交付されるものであります。２８年度同額の８０

万円を見込んでおります。２３ページ、６款１項１目地方消費税交付金であり

ます。消費税は２６年度の改正で、現行の８％の消費税率の内訳として、国税

分が６．３％、地方税分が１．７％と徴収されており、地方税分のうち２分の

１が都道府県に、残りの２分の１が人口と従業員数の割合で市町村に配分され、

国から道を通じて町に対して交付されます。平成２８年度の決算見込み数値に

地方財政計画等から予想される推定交付率を勘案し、２８年度と比べ４５０万

円増の９１５０万円の収入を見込んでおります。２４ページ、７款１項１目ゴ

ルフ場利用税交付金であります。これはゴルフ場の利用者数を２８年度実績等

から推計し、１万１２５０人と見込み、税率１人４００円から道税を控除した

残り９５％の額に１０分の７を乗じた額、３００万円の収入を見込んでおりま

す。２５ページ、８款１項１目交通安全対策特別交付金であります。これは交

通違反の反則金を財源として交付されるもので、過去の収入実績等から、２８

年度と同額の７０万円を見込んでおります。２６ページ、９款１項１目地方特

例交付金であります。これは国の恒久減税等による市町村の減収を補填するた

めに交付されるもので、２８年度と同額の６０万円を計上いたしております。

２７ページ、１０款１項１目地方交付税であります。２９年度一般会計歳入の

うち、４５．９％を占める最も大きな財源となっております。普通交付税は２
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４億８６００万円で２８年度に比べ３４００万円の減額を見込んでおります。

国の２９年度の地方財政計画における交付税総額は１６兆３２９８億円で、２

８年度に比べて２．２％の減少となっておりますが、当町の２８年度の決算見

込み交付額が２６億７２８２万２千円となっていることから、この見込み額に

２７年度国勢調査における人口及び新単位費用などを置き換え算定をいたして

おります。当初予算比較では１．３％の減、２８年度決算見込み対比では７．

０％減の予算計上といたしております。特別交付税は２８年度予算対比８００

万円減の３億４千万円を計上しております。２８ページ、１１款１項１目自動

車取得税交付金であります。これは道税収入の９５％、それの１０分の７、６

６．５％に相当しますが、これを市町村道の面積割合などに応じて交付される

ものであります。２８年度に比べて２４０万円増加の９００万円を計上いたし

ております。２９ページ、１２款１項１目民生費負担金１節児童福祉費負担金

であります。これは常設保育所、へき地保育所にかかる保育料となっておりま

す。常設保育所分は所得基準に基づいて徴収となりますが、国の基準により算

出した額３７６７万円から町独自の軽減分として１８０７万８千円の町負担を

控除した１９５９万６千円と滞納分２６６万円の収納見込み率３０％、７９万

８千円をあわせて２０３９万４千円を計上いたしております。へき地保育所保

護者負担につきましては、１人目１万円、２人目以降５千円で、４８名分４８

６万円を計上しており、総額で２５２５万４千円を見込んでおります。３０ペ

ージ、１２款２項１目企画費分担金１節企画費分担金であります。これは移動

通信用鉄塔施設整備事業にかかる分担金で、小平地区に新設する携帯電話鉄塔

整備に要する費用の一部に充てるために当該事業の実施により利益を受ける電

気事業者、ドコモとａｕでありますが、事業者より分担金を徴収するものであ

ります。総事業費の９分の１となる９５５万円を計上しております。３１ペー

ジ、１３款１項１目総務使用料であります。１節単身者住宅使用料は振内の単

身者住宅の使用料で、月額２万７千円の１２戸分、空き室等を考慮し、９５％

の稼働率とし２８年度同額の３７０万９千円を見込んでおります。２節情報通

信施設使用料は、光ファイバー回線網の使用料で、内訳としてはインターネッ

ト回線としてＮＴＴに貸与する１戸当たり月額７５６円の１２か月分、１０２

０件、９２５万３千円、振内・貫気別局の通信設備補完料４４万円とあわせて

９６９万６千円の収入を計上いたしております。携帯電話の伝送路使用料はＮ

ＴＴドコモとソフトバンクモバイル２社に３局分、月額７５６円の１２か月分、

５万４千円を見込んでおります。ケーブルテレビ使用料は、現年分と滞納繰越

分をあわせて３万２千円を計上いたしております。３２ページ、１３款１項２

目民生使用料、１節老人福祉寮使用料は、貫気別の老人福祉寮の使用料で入所

者月額７千円の１２か月分、６名分と寮母月額１万円の１２か月分、使用料合

計６２万４千円を計上いたしております。２節生活館使用料２１０万２千円、

３節共同作業場使用料４１万６千円、４節ふれあいセンターびらとり使用料４

０万円は、過去の収入実績を基に計上いたしております。 
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議長 休憩します。再開は１時です。 

（休 憩 午前１１時５７分) 

（再 開 午後 １時００分） 

議長 再開します。午前中に引き続き一般会計予算について提案説明を求めます。総

務課長。 

総務課長 予算書３３ページをお開き願います。１３款１項３目衛生使用料は、墓地使用

料と斎場使用料で過去２年間の実績により、２８年度に比べて２１万２千円の

減額である３８万８千円を計上いたしております。３４ページ、１３款１項４

目土木使用料１節土木管理使用料、２節道路占有使用料、５節排水処理施設使

用料は使用実績等により、２８年度と同額を計上いたしております。３節河川

使用料は２８年度に比べ１千円減の１５万７千円を見込んでおります。４節町

営住宅使用料６２０９万１千円は２８年度の実績により３６８戸分の使用料と

滞納分を見込み１６９万２千円の増額といたしております。３５ページ、１３

款１項５目教育使用料１節体育施設使用料、２節アイヌ文化博物館使用料、３

節公民館使用料は使用実績等により、２８年度と同額を計上いたしております。

３６ページ、１３款１項６目農林水産使用料は町営牧野の使用料で２８年度実

績等を基に積算し、２８年度より１２万１千円減額の５２３万６千円を見込ん

でおります。３７ページ、１３款１項７目商工使用料、１節鉄道記念館使用料

９万４千円、２節義経資料館使用料２４万８千円、３節山の駅ほろしり館使用

料２４万９千円、４節二風谷ファミリーランド使用料５３３万５千円は、２８

年度実績等を基に計上いたしております。３８ページ、１３款２項１目総務手

数料１節徴税手数料３万９千円、２節戸籍住民登録手数料３１９万６千円は、

２８年度実績等を元に計上いたしております。３９ページ、１３款２項２目衛

生手数料、畜犬登録手数料２２万４千円は２８年度の実績等により計上いたし

ております。４０ページ、１３款２項３目農林水産手数料、農用地登記事務手

数料２万３千円であります。農業経営基盤強化促進事業嘱託登記手数料で過去

の実績をもとに、２８年度と同額で計上いたしております。４１ページ、国庫

支出金に移ります。１４款１項１目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担金

のうち、障害者自立支援費負担金６８５０万円は障害福祉サービス等に充当い

たしており、介護保険料の軽減のための負担金４６万９千円、障害児入所給付

費負担金１５０万円、障害者医療費負担金５８０万円、養育医療費負担金５０

万円をあわせて７６７６万９千円となっております。２節児童福祉費負担金７

１１０万６千円は、常設保育所及びへき地保育所の運営にかかる負担金となっ

ております。３節は児童手当にかかる国庫負担金４７４８万２千円で、３歳未

満児、３歳から小学校終了までの第１子から第２子、第３子以降、中学生それ



- 24 - 

ぞれの段階ごとに定めた率をもとに積算されております。４節保険基盤安定費

負担金７１１万１千円は国民健康保険加入者への支援となる国庫負担金であり

ます。４２ページ、１４款２項１目総務費国庫補助金１節総務管理費補助金４

９万５千円はマイナンバー制度の実施にかかる国からの補助金となっておりま

す。２節企画費補助金、地域公共交通確保維持改善事業補助金３３３万９千円

は、平取町地域公共交通活性化協議会が実施するデマンドバス運行事業に充当

される補助金であります。情報通信基盤整備推進事業補助金５７３０万円は小

平地区に建設する携帯電話鉄塔整備事業にかかる補助金であります。都市農村

共生・対流総合対策交付金３５０万円は、地域における未利用資源の調査、商

品開発、販売体制の具現化にかかる補助金であります。地域バイオマス利活用

推進事業補助金１５０万円は、地域のバイオマスを活用した産業化等の構築を

推進するための補助金であります。過疎地域等自立活性化推進交付金３００万

円は過疎地域等ネットワーク圏形成支援事業への補助金となっております。３

節財産管理費補助金、家賃低廉化事業交付金１３２８万１千円は、町営住宅の

基準住宅料と実質入居者にかかる住宅料との差額相当分について交付されるも

のであります。２８年度対比で５６万７千円の増額となっております。４３ペ

ージ、１４款２項２目民生費国庫補助金１節社会福祉費補助金、障害者自立支

援費補助金３１８万１千円は、障害者及び障害児が自立した日常生活または社

会生活を営むことができる地域の特性に応じて、柔軟な形態により事業を行う

ための補助金となっております。臨時福祉給付金給付費補助金は経済対策分と

して事務費、事業費補助金あわせて１９９７万９千円を計上し、給付金事務と

事業費にかかる補助金となっており、充当率は１００％であります。地方創生

推進交付金１９０万円は、鵡川・沙流川ＷＡＫＵＷＡＫＵ協議会活性化事業に

かかる補助金であります。農山漁村振興交付金１億１２８６万９千円は、二風

谷に建設する民芸品共同作業場整備事業にかかる補助金となっております。２

節児童福祉費補助金、子ども・子育て支援交付金１３６万８千円は、ふれない

児童クラブの運営にかかる補助金となっております。４４ページ、１４款２項

３目衛生費国庫補助金１節保健衛生費補助金、循環型社会形成推進交付金は合

併浄化槽設置にかかる国の補助金となっており、５人槽７基、７人槽１基分を

見込み９６万８千円となっております。後期高齢者健診事業に充当される健康

増進事業費補助金７０万円、がん検診事業に充当する感染予防事業費補助金１

０万円は、２８年度実績額等を基に計上をいたしております。４５ページ、１

４款２項４目土木費国庫補助金１節道路橋梁費補助金、川向学校シラウ川線改

良舗装事業は２８年度の交付実績を勘案し、補助率１０分の７に０．３を乗じ

た額といたしております。橋梁長寿命化橋梁補修事業、道路付属物点検事業、

仁世宇１号橋整備事業についてはそれぞれの事業費の１０分の７の額で積算し

ております。２節住宅建設費補助金は公営住宅建設事業の事業費基準額の２分

の１、４４９０万円を計上いたしております。４６ページ、１４款２項５目教

育費国庫補助金１節教育総務費補助金２４万３千円は、へき地児童の心臓検診
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費用への補助金４万３千円と、コミュニティ・スクール導入等促進事業補助金

２０万円は、学校、保護者や地域住民がともに知恵を出し合い、学校運営に参

画するコミュニティ・スクール事業への補助金となっております。２節社会教

育費補助金は、文化的景観保護推進事業補助金として２８年度に引き続き、調

査費用等に充当するための補助金９３９万３千円となっております。４７ペー

ジ、１４款３項１目総務費国庫委託金、１節総務費委託金３９４３万円は、平

取ダム建設にかかるアイヌ文化の保全対策に関する調査業務に対する国からの

委託金となっております。２節戸籍住民基本台帳委託金１９万２千円は、中長

期で在留する外国人登録事務に関する国からの委託金となっております。４８

ページ、１４款３項２目民生費国庫委託金１節国民年金委託金２２７万１千円、

２節児童手当委託金１万６千円は、いずれも当該事務に関する国からの委託金

となっております。４９ページ、１４款３項３目商工費国庫委託金１節商工費

委託金７００万円は、二風谷ダム周辺の環境維持管理にかかる国からの委託金

であります。５０ページ、１４款３項４目教育費国庫委託金、１節沙流川歴史

館管理費委託金７７７万８千円は沙流川歴史館の管理に関する国からの委託金

であります。５１ページ、道支出金に移ります。１５款１項１目民生費道負担

金は、１節社会福祉費負担金から４節の保険基盤安定費負担金までは国庫負担

金で説明いたしました内容に関する道の負担分についてそれぞれの金額を計上

いたしております。４節の保険基盤安定費負担金の保険料軽減分は道からの負

担金１５２５万６千円を計上しております。後期高齢者医療保険基盤安定費負

担金は、後期高齢者医療特別会計繰出金の保険基盤安定分２０８０万９８４８

円の４分の３が北海道から交付されるものであります。５２ページ、１５款２

項１目総務費道補助金１節財産造成費補助金３１２６万８千円は、町有林造成

事業にかかる補助金で、造林２３．９ヘクタール、下刈８７．２ヘクタール、

除間伐等１０５．４ヘクタール、森林保護３６８ヘクタールに対して北海道か

ら交付されるものであります。２節企画費補助金の電源立地地域対策交付金５

０９万３千円は、岩知志発電所の所在町として交付され、病院会計への繰出金

に充当することを予定いたしております。土地利用規制等対策事業市町村交付

金５万４千円は国土法の土地届出事務に交付されるものであります。地域づく

り総合交付金３８９６万７千円は、二風谷地区再整備事業へ充当するものであ

ります。５３ページ、１５款２項２目民生費道補助金１節社会福祉費補助金の

重度心身障がい者医療費補助金６２５万３千円は医療費に、民生委員活動費補

助金１６８万円は、民生委員の活動費に、地域づくり総合交付金１１０万円は

子ども発達支援センター運営費に、障害者自立支援費補助金１５９万円は、障

害者相談支援経費等にそれぞれ充当される補助金であります。２節老人福祉費

補助金の老人クラブ運営事業費補助金６０万５千円は、老人クラブの運営費に、

権利擁護人材育成事業補助金２６万３千円は、認知症高齢者等の権利擁護に携

わる人材の育成を目的とした研修会の開催経費等にそれぞれ充当される補助金

であります。３節生活館費補助金９９５万４千円は、町内にある１２の生活館
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運営費に対する補助金であります。４節児童福祉費補助金の乳幼児医療費補助

金２５３万７千円、ひとり親家庭等医療費補助金９６万９千円は乳幼児、ひと

り親家庭等医療費に充当されるものであります。子ども子育て支援交付金１３

６万８千円は、ふれない児童クラブ運営費に対する補助金となっております。

５４ページ、１５款２項３目衛生費道補助金、１節保健衛生費補助金、妊産婦

安心出産支援事業費補助金４１万３千円は、出産可能な産科医療機関までの距

離が遠いことによる妊産婦さんの負担軽減を図るため、交通費と宿泊費の一部

を助成する事業に充当されるものであります。地域づくり総合交付金１２６万

円はエゾ鹿捕獲委託事業に充当されるものであります。消費・安全対策交付金

３０万円は食育推進事業に充当されます。鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業

補助金８８７万７千円はエゾ鹿、アライグマ捕獲委託事業に充てるものであり

ます。５５ページ、１５款２項４目農林水産業費道補助金ですが、額の大きな

ものについて説明をいたします。１節農業費補助金、中山間地域等直接支払交

付金は２８年度とほぼ同額の３４７７万５千円、地域づくり総合交付金は、新

規就農者用のリース農場整備事業補助金に充当され、２８年度と同額の２７２

０万円を計上しております。経営所得安定対策直接支払推進事業補助金は１７

万円増の５６８万５千円の計上であります。経営体育成支援事業補助金は、農

家の経営拡大のための設備投資に関し融資を受けた場合の自己負担額に助成さ

れる補助金となっており、３９０万円を計上しております。青年就農給付金事

業交付金は対象者１１名を見込み２８年度から５８２万円増の２０８２万円を

計上いたしております。農地利用最適化交付金１２６万円は、新たな農業委員

会制度のもとで、農地利用の最適化に向けた積極的な活動を推進するために要

する経費に交付されるもので、農業委員会費に充当されます。３節林業振興費

補助金、２１世紀北の森づくり推進事業費補助金は、２８年度より２８０万９

千円減の４８４万円を計上いたしております。４節治山治水費補助金は小規模

治山事業、旭、水口の沢１３００万円を計上しております。５節林道費補助金

は継続事業の林道専用道芽生線開設事業補助金、２８年度より５５０万円減の

１２００万円、林道オユンベ線改良事業補助金は２８年度より７８０万円減の

１２００万円を計上いたしております。５６ページ、１５款２項５目土木費道

補助金であります。１節住宅改良費補助金１９０万円でアイヌ住宅改良資金貸

付事業に対しての補助金で、対象事業費の４分の１が交付されるものでありま

す。２８年度と同額となっております。５７ページ、１５款２項６目消防費道

補助金、１節消防費道補助金、地域づくり総合交付金７０万円は災害時におけ

る食料などの備蓄品購入費用に充当されるものであります。５８ページ、１５

款２項７目教育費道補助金１節社会教育費補助金、放課後子ども教室推進事業

補助金３１６万４千円は紫雲古津、二風谷、貫気別の３地区で実施している教

室の運営費等に対し交付されるものであります。２８年度より３５万円増額と

して計上いたしております。５９ページ、１５款２項８目災害復旧費道補助金

１節農林水産業施設災害復旧費補助金は昨年８月の台風９号により被災した森
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林管理道二風谷線の災害復旧にかかる実施設計委託料に対し交付されるもので

あります。６０ページ、１５款３項１目総務費道委託金、１節から４節につい

ては、説明欄記載の委託金について計上いたしております。１節の人権啓発活

動委託金８０万円は、人権啓発活動にかかる講演会、啓発物品の導入に交付さ

れるものであります。２節道民税徴収委託金６９７万６千円は、納税義務者数

２３２５人に単価３千円をかけたものが交付されるものであります。６１ペー

ジ、１５款３項２目農林水産業道委託金、道営農業農村整備事業補助監督等委

託金４８万９千円は長知内、幌毛志地区の地すべり防止区域の点検調査等にか

かる費用に対する北海道からの委託金であります。家畜伝染病予防手数料徴収

事務委託金３万２千円は、家畜の検査に伴う手数料の徴収にかかる委託金であ

ります。６２ページ、１６款１項１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入４０

６５万円は土地貸付料６３２万２千円、一般貸付分１５８件のほか、ほくでん、

ＮＴＴの電柱等の貸付料となっております。建物貸付料１１４１万６千円は、

一般貸付１３件分のほか、農業研修生住宅等の貸付料を計上しております。公

宅貸付料２２９１万２千円は公宅１５６戸分を計上いたしております。６３ペ

ージ、１６款１項２目１節利子及び配当金は２００万６千円の計上であります。

財政調整基金及び各種特定目的基金の利子について計上いたしております。６

４ページ、１６款２項１目不動産売払収入１節不動産売払収入、土地売払代５

０万１千円は、二風谷分譲宅地１区画分の収入を計上しております。２８年度

に比べて、３３０万円の減額を見込んでおります。２節その他不動産売払収入

３千万１千円は町有林の立木売払代金を見込んでおります。６５ページ、１６

款２項２目１節物品売払収入１万円は、町史等の売払代金１万円を見込んでお

ります。６６ページ、１７款１項１目１節寄附金、２９年度からふるさと寄附

金につきましてインターネットシステムの方法や返礼品の内容などを見直すこ

とから、前年度より１８００万円増額の５８００万円を見込んでおります。６

７ページ、１８款１項１目１節沙流川ダム地域振興基金繰入金２億４千万円で

あります。充当事業の内訳は予算説明資料１５ページに記載をいたしておりま

す。小平地区雑排水処理施設改修事業、町有バス購入事業など１６事業に充当

するものであります。６８ページ、１９款１項１目１節繰越金は前年度繰越金

３千万円を計上いたしております。２８年度予算における繰越金は、繰越事業

の一般財源を除き、８千万円程度を見込んでいるところでありますが、それと

の差額分については留保財源とするものであります。６９ページ、諸収入に移

ります。２０款１項１目１節延滞金１万円であります。これは町税の延滞金で

前年度より９万円減額で計上いたしております。７０ページ、２０款２項１目

１節預金利子は、金利が下がっているため、２８年度より２８万８千円減額の

１万２千円を計上いたしております。７１ページ、２０款３項１目１節国民健

康保険病院特別会計貸付金元利収入４４３万５千円であります。２２年度に国

保病院に貸し付けた４４００万円に関する元利償還金であります。７２ページ、

２０款４項１目１節社会福祉資金貸付金元金収入は、２８年度分の貸付金償還
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分９６万円、滞納分３２万５千円の４０％、１３万円、あわせて１０９万円を

計上いたしております。７３ページ、２０款４項２目１節中小企業融資資金貸

付金元金収入３４７７万円は、特別融資３０８７万円、経営改善融資３９０万

円を計上し、新規、既存分の金融機関への預託金の収入を計上いたしておりま

す。７４ページ、２０款４項３目１節公社融資資金貸付金元利収入３０５万７

千円は畜産公社への貸付金にかかる元利収入を計上いたしております。７５ペ

ージ、２０款４項４目１節住宅改良資金貸付金元利収入はアイヌ住宅改良資金

貸付金の元利償還金、現年分８１６万１千円、滞納繰越分５１９万１千円、あ

わせて１３３５万２千円を計上いたしております。７６ページ、２０款４項５

目１節勤労者生活安定融資資金貸付金元金収入、預託金収入１６００万円を計

上いたしております。７７ページ、２０款４項６目１節振内歯科診療所運営資

金貸付金元金収入４４万円は、振内診療所に対する貸付金の償還元金の収入を

計上いたしております。７８ページ、２０款４項７目１節平取町奨学資金貸付

金元金収入１０５万円は奨学資金貸付者６名分の償還金を計上いたしておりま

す。７９ページ、２０款４項８目１節二風谷民芸組合運営資金貸付金元金収入

５４０万円は二風谷民芸組合が実施するアイヌ伝統工芸品産業支援事業の資金

繰りとして一時貸し付けを行うことによる貸付金の元金収入であります。８０

ページ、２０款４項９目１節平取町地域活性化協議会貸付金元金収入４２０万

円は、平取町地域活性化協議会が実施する実践型地域雇用創造事業の資金繰り

として一時貸し付けを行うことによる貸付金の元金収入であります。８１ペー

ジ、２０款４項１０目１節平取アイヌ協会貸付金元金収入１３５万円は、平取

アイヌ協会が実施する機動職業訓練事業の資金繰りとして町が一時貸し付けを

行うことによる貸付金の元金収入であります。８２ページ、２０款５項１目雑

入であります。１節企業負担金、これは畜産公社からの負担金で内訳は人件費

４７８万３千円、事務所費４０万円となっております。２８年度に比べて３７

万２千円の減額となっております。２節雑入は主なものを説明いたします。平

取町社会福祉協議会負担金は２８年度に比べて２２２万５千円減の４３０万円

を計上いたしております。土地改良区負担金は２８年度より８７万８千円減の

６００万円、アイヌ文化振興・研究推進機構委託金はイオル整備事業等にかか

る委託金でほぼ前年同額の１０３５万２千円であります。居宅介護サービス計

画費はほぼ前年同額の２０６万４千円、子ども発達支援センター運営費負担金

は２８年度より１１万８千円減の５６８万２千円、特例障害児通所給付費は２

８年度より８８万１千円増の５４５万２千円、いきいきふるさと推進事業助成

金１００万円は、特産物消流対策事業に充当されるものであります。長寿・健

康増進事業補助金は２８年度に比べ１７万７千円減の２４３万６千円でありま

す。糠平・幌尻林道シャトルバス利用者負担金は１２００人の利用を見込み４

８０万円を計上いたしております。市町村振興宝くじ交付金１７０万円は図書

の購入に充当されます。一般財団法人自治総合センター助成金１１２０万円は、

町有バスの購入及び公民館内の備品の購入に充当されます。雑入は２８年度に
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比べて４６０万５千円の増額となっております。８４ページ、町債に移ります。

２１款１項１目１節総務債２億９４７０万、内訳は民間賃貸共同住宅整備費助

成事業に２千万円、二風谷地区再整備事業に２億２０８０万円、生活交通確保

対策事業１９５０万円、地域公共交通活性化事業に９３０万円、住宅リフォー

ム促進奨励事業に６００万円、携帯電話鉄塔整備事業に１９１０万円となって

おります。全て元利償還額の７０％が交付税措置される、過疎対策事業債、い

わゆる過疎債を予定しております。８５ページ、２１款１項２目１節民生債１

億１２８０万円であります。民芸品共同作業場整備事業の財源となる起債であ

ります。これも過疎債を予定しております。８６ページ、２１款１項３目農林

水産業債１節農業債５２６０万円の内訳は、農業者就農促進対策事業９００万

円、新規就農者用リース農場整備１千万円、中山間地域型平取南農地整備事業

が３３６０万円で、いずれも過疎債を予定しております。２節林業債５３００

万円の内訳は旭、水口の沢小規模治山事業に１３００万円、林業専用道開設事

業に１２００万円、林道オユンベ線改良工事に２８００万円の充当を予定して

おります。小規模治山事業は、防災対策事業債、林道事業は過疎債を予定して

おります。８７ページ、２１款１項４目１節観光債９１０万円、平取町観光協

会事業に充当する予定であります。過疎債を予定しております。８８ページ、

２１款１項５目土木債１節道路橋梁債１億２４８０万円の内訳は川向町界線舗

装事業から仁世宇１号橋整備事業までの４事業となっており、過疎債を予定し

ております。２節河川債１９２０万円の内訳は長知内ヤマダの沢、タンノの沢

の２事業となっており、防災対策事業債を充当する予定であります。３節住宅

債４２００万円は、去場に建設する公営住宅建設事業に充当する予定でありま

す。公営住宅建設事業債を予定しております。８９ページ、２１款１項６目１

節消防債２８００万円であります。消防施設整備事業に充当するもので、過疎

債を予定しております。９０ページ、２１款１項７目１節教育債３１３０万円

は、学校給食施設用備品整備事業に４００万円、二風谷小学校屋体改修事業に

１千万円、公共施設解体事業に１１３０万円、平取高校通学費補助事業に６０

０万円の充当を予定しております。過疎債を予定しております。９１ページ、

２１款１項８目１節農林水産業施設災害復旧事業債１５０万円は、昨年８月の

台風９号により被災した森林管理道二風谷線の災害復旧にかかる実施設計委託

料に充当を予定しております。災害復旧事業債を予定しております。９２ペー

ジ、２１款１項９目１節臨時財政対策債であります。交付税の性格を持つ臨時

財政対策債は地方財政計画では６．８％の増となっておりますが、２８年度決

算見込み額等を考慮し、２８年度対比で９６０万円減の１億４５００万円を計

上いたしております。この臨時財政対策債は後年度にその元利償還金が１０

０％、普通交付税に算入される起債となっております。以上で歳入の説明を終

わります。次に、第２表の債務負担行為をご説明いたしますので、７ページを

ご覧いただきたいと思います。第２表、債務負担行為であります。自治法の規

定により債務を負担することができる事項、期間、限度額を定めるものであり
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ます。まず中小企業特別融資利子補給金ですが、期間を平成３８年度、限度額

は３０６万円といたしております。町内中小企業への新規貸付けを２千万円、

利率３．１％としております。中小企業経営改善融資利子補給金は主に設備等

の整備のための資金で、融資額６００万円、利率３．３％として積算し、平成

３８年度までの１０年間で限度額を８７万９千円としております。小中学校電

子黒板購入費は、備荒資金組合への債務負担行為として、小中学校５校分、年

利０．３％で期間を平成３３年度とし限度額を３５２万円としております。続

いて第３表、地方債についてご説明いたしますので、８ページをお開き願いま

す。第３表、地方債について説明いたします。起債の目的、限度額、方法、利

率、償還の方法を定めるものでありますが、平成２９年度は、一番下の臨時財

政対策債を除く２７の事業に充当を予定しております。このうち上から６番目

の携帯電話鉄塔整備事業、７番目の民芸品共同作業場整備事業、１１番目の小

規模治山事業、１２番目の林業専用道開設事業、１３番目の林道オユンベ線改

良事業、１６番目の川向学校シラウ川線改良舗装事業、１８番目の仁世宇１号

橋整備事業、下から８番目の公共住宅建設事業は補助事業となっており、補助

金充当後の事業費に起債を充当することといたしております。臨時財政対策債

を除く、起債総額７億６９００万円のうち、７億２７００万円はその元利償還

金が交付税措置される過疎債、防災対策事業債、災害復旧事業債を予定いたし

ております。一番下の臨時財政対策債は普通交付税にて算出される額を起債と

いうかたちで交付する内容のものとなっておりまして、２９年度の発行見込み

額１億４５００万円を予定いたしております。説明の結びに当たって申し上げ

ます。町を取り巻く財政状況は依然として厳しいものがあり、今後も予断を許

しません。第６次平取町総合計画を基本に、中長期的な視野に立ったまちづく

りがかなうよう、国や道の取り組みともしっかり連携し、町政執行方針及び教

育行政執行方針のもと、町民生活の向上を目標にしながら、将来に向かって持

続可能な財政運営を図ってまいりたいと考えておりますので、議員各位のご理

解を賜りますようお願い申し上げます。以上、議案第１３号平成２９年度平取

町一般会計予算の説明を終了させていただきますので、ご審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

議長 休憩します。再開は５０分といたします。 

   （休 憩 午後 １時４０分） 

   （再 開 午後 １時５０分）  

議長 再開します。次に、国民健康保険特別会計予算及び後期高齢者医療特別会計予

算について提案説明を求めます。町民課長。 

町民課長 それでは私のほうから議案第１４号平成２９年度平取町国民健康保険特別会計
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予算についてご説明いたします。議長からお許しをいただきましたので着座に

て失礼をいたします。それでは国保１ページになっております。平成２９年度

平取町国民健康保険特別会計予算、第１条は歳入歳出予算の総額をそれぞれ、

８億３７５４万７千円に定めようとするものでございます。第２条は一時借入

金の最高額を５千万円にしようとするものでございます。それでは歳出からご

説明をいたしますので、国保３３ページをお開きいただきたいと思います。そ

れでは、１款１項１目一般管理費でございます。国民健康保険事業の実施にか

かる事務的経費として、３３３８万５千円を計上いたしております。前年度で

３１６０万４千円の増となっております。これにつきましては平成３０年度か

ら国民健康保険の広域化に伴います自庁システムの改修及び市町村標準事務処

理システムの導入によるものでございます。次、国保３４ページでございます。

２目連合会負担金でございます。１４０万１千円の計上となっております。前

年比で７４万２千円の増となっておりますが、国保連合会と市町村の医療デー

タ等の連携に必要な国保総合システムの更新によるものでございます。次に国

保３５ページ、３目特別対策事業でございます。医療費の適正化に資する取り

組みを講ずる経費として４９６万８千円を計上いたしております。前年度比で

７０万５千円の減となっておりますが、事業費の見直し等によるものでござい

ます。次に、国保３６ページ、２項徴税費１目賦課徴収費は１２４万４千円の

計上で、前年度比４１万７千円の増となっておりますが、共通経費の見直し等

によるものでございます。次に、国保３７ページ、２目納税奨励費でございま

す。９２万１千円の計上で、前年度比５３万７千円の減となっておりますが、

日高管内地方税滞納整理機構負担金で国保の割合に応じた分でございます。次

に、国保３８ページ、３項運営協議会費１目運営協議会費は３６万４千円の計

上で、国保運営協議会に関する必要な経費でございます。次に国保３９ページ、

２款保険給付費１項療養諸費１目一般被保険者療養給付費は３億６９９３万円

の計上でございます。この科目につきましては一般被保険者の医療費を保険者

が直接医療機関等へ支払うもので、単価、人数等の見直しにより、前年度比１

７０７万円の減を見込んでおります。次に、国保４０ページ、２目退職被保険

者等療養給付費は１４００万円の計上でございます。こちらも、人数の見直し

により前年度比６００万円の減を見込んでおります。次に、国保４１ページ、

３目一般被保険者療養費は３１８万６千円の計上で、一般被保険者の鍼灸の医

療費の支払いや補装具等本人が医療費を全額負担した場合の保険者負担分を本

人に支払う費用で前年度比４１万４千円の減を見込んでおります。次に、国保

４２ページ、４目退職被保険者等療養費は２０万円の計上で前年同額でござい

ます。次に、国保４３、５目審査手数料は１２１万円の計上で国保連合会にか

かる医療費審査支払手数料でございます。次に国保４４ページ、２項高額療養

費１目一般被保険者高額療養費は４５６６万６千円の計上でございます。一般

被保険者が支払う医療費の自己負担額のうち、月内で定められた限度額を超え

た場合に、超えた部分を高額医療費として支払う費用で、ここ数年の実績を勘
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案し、前年度比１８５万４千円の減を見込んでおります。次に国保４５ページ、

２目退職被保険者等高額療養費は２８０万円の計上でございます。平均療養費

と人数の見直し等により、前年度比１００万円の減を見込んでおります。次に

国保４６ページ、３目一般被保険者高額介護合算療養費は、１千円の計上でご

ざいます。これは一般被保険者が支払った医療費の自己負担額のうち、１年間

の医療費と介護サービス費を合算して決められた限度額を超えた場合に支払う

費用でここ数年、実績がないことから１千円の計上といたしているところでご

ざいます。国保４７ページ、４目退職被保険者等高額介護合算療養費でござい

ます。これも一般同様、ここ数年の実績がないことから１千円の計上とさせて

いただいております。次に国保４８ページでございます。３項移送費１目一般

被保険者移送費は診療機関を受診時に特別な事情が発生し、移送される場合に

支給されるもので、こちらもここ数年実績がないことから１千円の計上といた

しているところでございます。次に、国保４９ページ、２目退職被保険者等移

送費につきましても一般同様、１千円の計上でございます。次に国保５０ペー

ジ、４項出産育児諸費１目出産育児一時金は１０件分の４２０万３千円を計上

いたしております。ここ数年の実績を勘案し、前年度比１６８万円の減となっ

ております。次に国保５１ページ、５項葬祭諸費１目葬祭費でございます。１

５件分の１５万円で前年同額の計上となっております。次に、国保５２ページ、

３款後期高齢者支援金等でございます。１項後期高齢者支援金等１目後期高齢

者支援金等８８６３万８千円の計上になっております。後期高齢者医療制度を

支える仕組みとして、全保険者が拠出する費用で社会保険診療支払基金の概算

通知によりまして、前年度比２２６万３千円の減で計上いたしております。次

に国保５３ページ、２目後期高齢者関係事務費拠出金は７千円の計上でござい

ます。前年同額になっております。次に国保５４ページ、前期高齢者納付金等

１項前期高齢者納付金等１目前期高齢者納付金等３２万６千円の計上でござい

ます。こちらも前期高齢者医療制度を支える仕組みとして全保険者が拠出する

費用で１人当たりの負担調整額の増により２８万８千円の増で計上させていた

だいております。次に国保５５ページ、２目前期高齢者関係事務費拠出金につ

きましては、前年同額７千円の計上でございます。次に国保５６ページ、５款

老人保健拠出金１項老人保健拠出金１目老人保健事務費拠出金につきまして

は、老人保健法による医療費の清算にかかる拠出金で、経過措置により継続中

のため、３千円の計上となっております。次、国保５７ページでございます。

６款介護納付金１項介護納付金１目介護納付金でございます。介護保険制度を

支える仕組みとして、４０歳から６０歳までの全被保険者が拠出する費用で３

５５３万円の計上でございます。１人当たりの負担額の減により６７万９千円

で計上いたしております。次に国保５８ページ、７款共同事業拠出金１項共同

事業拠出金１目共同事業拠出金でございます。これは１件当たり１か月８０万

円以上の高額な医療費が発生した場合に国が保険者の運営基盤の安定化を図る

ための事業で２７７６万４千円の計上でございます。医療費に基づいた国保連
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合会の試算により、７９４万４千円の増で計上いたしております。次に国保５

９ページ、２目保険財政共同安定化事業拠出金で１億８６５９万７千円の計上

で１１８７万４千円の減となっております。こちらにつきましても医療費に基

づいた国保連の試算により計上させていただいております。次、国保６０ペー

ジ、３目共同事業事務費拠出金は前年同額の１千円の計上でございます。次に

国保６１ページ、８款保健事業費１項特定健康診査等事業費１目特定健康診査

等事業費でございます。この科目は国保被保険者の特定健診に要する費用で、

８０６万円の計上でございます。前年比で３８９万３千円の増となっておりま

すが、特定健診の未受診者対策業務を専門業者に委託する新規事業によるもの

でございます。次、国保６２ページ、２項保健事業費１目保健衛生普及費は保

健事業の経常的経費で実績に基づき、２万円の計上となっております。前年同

額でございます。国保６３ページ、９款基金積立金１項基金積立金１目基金積

立金は国保給付費支払準備基金利息の利子の２万３千円の計上でございます。

国保６４ページ、１０款公債費１項一般公債費１目利子は一時借入金のための

利子ですが、ここ数年借入実績がございませんことから、１千円の計上といた

しております。国保６５ページ、１１款諸支出金１項償還金及び還付加算金１

目保険税還付金及び国保６６ページ２目償還金、同じく国保６７ページ３目還

付加算金は、それぞれ前年同額の１千円を計上いたしております。次に国保６

８ページ、２項繰出金１目直診施設勘定繰出金は国保病院特別会計への繰出金

で４９３万５千円を計上いたしております。前年比３０２万５千円の減になっ

ております。これにつきましては国保病院における機器の整備内容が前年度よ

り安価になったことによるものでございます。次に、国保６９ページ、１２款

予備費１項予備費１目予備費は前年同額の２００万円の計上となっています。

以上、歳出合計８億３７５４万７千円でございます。次に歳入についてご説明

をいたしますので、国保８ページをお開き願います。それでは、歳入について

ご説明をいたします。１款国民健康保険税１項国民健康保険税１目一般被保険

者国民健康保険税でございます。これにつきましては一般被保険者療養給付に

要する費用の財源として賦課徴収する保険税でございます。世帯分９８０世帯、

被保険者１７７０名、収納率９６％と見込み、医療分、後期高齢者支援分、介

護分、現滞をあわせて２億２５７万１千円、前年度比１６２万８千円の増で計

上させていただいております。次に国保９ページ、２目退職被保険者等国民健

康保険税は一般同様、退職被保険者数として世帯数２０世帯、被保険者数２８

名、収納率９６％を見込み、医療、後期、介護の分、現滞あわせて４５２万円、

前年度比１１０万４千円の減で計上させていただいております。次に国保１０

ページ、２款使用料及び手数料１項手数料１目督促手数料は保険税の督促手数

料として、前年同額の１千円を計上いたしております。国保１１ページ、３款

国庫支出金１項国庫負担金１目療養給付費等負担金は、一般被保険者の療養給

付費、介護納付金、後期高齢者支援金にかかる費用から収入を差し引いたもの

に対しまして３２％相当額が国から助成されるもので、１億２４９２万５千円
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を計上いたしております。療養給付費一般分、介護納付金分、後期高齢者支援

金、いずれも負担減により前年度比１１１６万５千円の減となっております。

次に国保１２ページ、２目高額医療費共同事業負担金は歳出の７款１項１目の

高額療養費共同事業拠出金に対しまして、国から４分の１相当額が助成される

もので、１９８万６千円増の、６９４万円を計上いたしております。次に国保

１３ページ、３目特定健康診査等負担金は特定健康診査等の行為に対して国か

ら助成されるもので、前年同額の６８万円の計上となっております。次に国保

１４ページ、２項国庫補助金１目財政調整交付金は市町村間の財政力の不均衡

を調整するために国から交付されるもので、普通調整交付金４４３万２千円、

特別調整交付金１５１９万１千円、あわせて１９６２万３千円を計上しており

ます。前年度比３２０万２千円の増となっておりますが、国保の広域化準備や

特定健診未受診者対策における特別調整交付金の増によるものでございます。

次に、国保１５ページ、２目国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金は平

成３０年度からの国民健康保険の広域化に伴う準備費用として国から交付され

るもので、新規に１７７５万円を計上いたしております。国保１６ページ、４

款療養給付費交付金１目療養給付費交付金１目療養給付費交付金は退職被保険

者の療養給付にかかる費用から保険税を控除して助成される交付金で１６５３

万１千円の計上でございます。人数の減による医療費の減により、前年度比６

９５万３千円の減となっております。次に国保１７ページ、５款前期高齢者交

付金１項前期高齢者交付金１目前期高齢者交付金は前期高齢者に対して社会保

険診療報酬支払基金から保険給付費に充てるものとして交付されるもので、１

億３１３４万３千円の計上でございます。前々年度の精算分の減により１６０

２万２千円の増となっております。国保１８ページ、６款道支出金１項道負担

金１目高額医療費共同事業負担金は国庫負担金と同様に高額医療費共同事業拠

出金に対して、道から助成されるもので、６９４万円、前年度比１９８万６千

円の増となっております。次に、国保１９ページでございます。２目特定健康

診査等負担金は国庫負担金と同様に、前年度同額、６８万円の計上でございま

す。国保２０ページ、２項道補助金１目財政調整交付金でございます。これも、

国と同様に市町村間の財政力の不均衡を調整するために、道から交付されるも

ので普通調整交付金２３８８万５千円、特別調整交付金２１９５万３千円、あ

わせて４５８３万８千円で、主に普通調整交付金の減により、８２２万円の減

で計上させていただいております。国保２１ページ、７款共同事業交付金１項

共同事業交付金１目高額医療費共同事業交付金はレセプト１件８０万円を超え

る医療費が発生した場合に、国保連合会から交付されるもので、１８１９万７

千円の計上でございます。前年度比３１２万２千円の増となっております。国

保２２ページ、２目保険財政共同安定化事業交付金は、保険料の平準化、財政

の安定を図るためのもので６９４万９千円減の１億７７４１万円の計上となっ

ております。国保２３ページ、８款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配

当金は、国保支払準備基金利子分で２万３千円の計上でございます。国保２４
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ページ、９款繰入金１項一般会計繰入金１目一般会計繰入金でございます。こ

れは国民健康保険制度の運営に対して、一般会計が国保会計へ繰り出すための

経費で、法定ルールに従い措置するもので２２７万７千円減の４４８２万１千

円の計上でございます。国保２５ページ、２項基金繰入金１目平取町国民健康

保険給付費支払準備基金繰入金は医療費の推移状況を考慮し、１１２６万８千

円減の１８７３万２千円となっております。国保２６ページ、１０款繰越金１

項繰越金１目繰越金は平成２８年度決算見込みにより１千円の計上でございま

す。国保２７ページ、１１款諸収入１項延滞金及び過料１目一般被保険者延滞

金及び国保２８ページ、２目退職被保険者等延滞金は前年度同額、各々１千円

の計上でございます。国保２９ページ、２項雑入１目一般被保険者第３者納付

金、国保３０ページ、２目退職被保険者第３者納付金につきましては、それぞ

れ前年同額の１千円を計上いたしております。国保３１ページ、３目雑入は前

年実績により１万７千円の計上となっております。歳入合計額８億３７５４万

７千円の計上で前年度比２２５万３千円の減となっております。国保に引き続

き、後期高齢の部分に移らせていただきます。 

引き続き、議案第１５号平成２９年度平取町後期高齢者医療特別会計予算につ

いてご説明をいたします。予算書後期１ページをお開き願います。まず、第１

条で歳入歳出の予算総額は、それぞれ７６８４万４千円とするものでございま

す。次に事項別明細の歳出からご説明いたしますので、後期１７ページをお開

き願います。１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、旅費をはじめとい

たします事務の運営に要する一般的経費で前年同額の２６８万８千円の計上で

ございます。次に、後期１８ページ、２項徴収費１目徴収費は保険料徴収に要

する費用で前年同額の１６万円の計上でございます。後期１９ページ、２款後

期高齢者医療広域連合納付金１項後期高齢者医療広域連合納付金１目後期高齢

者医療広域連合納付金は北海道後期高齢者医療広域連合に支払う事務費負担

金、保険料、保険基盤安定負担金で７３５９万３千円の計上でございます。保

険者数が増加傾向にあるため、１２９万円の増となっております。次に後期２

０ページ、３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金、後期２

１ページ、２目還付加算金、後期２２ページ、３目償還金は、それぞれ前年同

額の１千円の計上となっております。次に後期２３ページ、４款予備費１項予

備費１目予備費は、前年同額の４０万円の計上でございます。歳出総額７６８

４万４千円の計上で、前年対比１２９万円の増になっております。次に歳入に

ついてご説明申し上げますので、後期６ページをお開き願います。それでは歳

入についてご説明をいたします。１款後期高齢者医療保険料１項後期高齢者医

療保険料１目特別徴収保険料は、現年度分保険料として１９万８千円増の２９

８７万７千円の計上でございます。この保険料につきましては、北海道高齢者

医療広域連合において、前々年度の所得を基に試算をいたしたものでございま

す。後期７ページ、２目普通徴収保険料は現年及び滞納繰越分として９４万３

千円増の２０３０万２千円を計上いたしております。この保険料につきまして
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も、後期高齢者医療広域連合において、同じく前々年度の所得をもとに試算を

いたしております。後期８ページ、２款使用料及び手数料１項手数料１目督促

手数料は前年同額の１千円を計上いたしております。後期９ページ、３款繰入

金１項一般会計繰入金１目事務費繰入金は広域連合事務負担金と後期高齢者医

療運営に必要な経費を一般会計からの繰入金として２５万３千円増の５８４万

９千円を計上いたしております。次に、後期１０ページ、２目保険基盤安定繰

入金は、低所得者に対する保険料軽減相当分を公費で負担するもので１０万４

千円減の２０８１万円を計上いたしております。後期１１ページ、４款繰越金

１項繰越金１目繰越金、後期１２ページ、５款諸収入１項延滞金、加算金及び

過料１目延滞金、後期１３ページ、２項償還金及び還付加算金１目保険料還付

金、後期１４ページ、２目還付加算金、後期１５ページ、３項雑入１目雑入に

つきましては、それぞれ前年同額１千円の計上でございます。歳入合計７６８

４万４千円の計上で、前年度比１２９万円となっております。以上、前段で国

保会計及び後段で後期高齢者医療特別会計の説明をいたしたところでございま

す。よろしくご審議のほう、お願いいたします。 

議長 続きまして、介護保険特別会計予算の提案説明を求めます。保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

議案第１６号平成２９年度平取町介護保険特別会計の予算についてご説明いた

します。平成２９年度平取町介護保険特別会計の予算は次に定めるところによ

ります。 

議長 どうぞお座りいただいて結構でございます。 

保 健 福 祉

課長 

ありがとうございます。座って説明させていただきます。第１条、歳入歳出予

算、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４億７８４０万円と定める。第２

条、一時借入金、最高額は５千万円とする。第３条、歳出予算の流用、保険給

付費の同一款内の各項の間の流用とする。それでは、事項別明細書を説明させ

ていただきますが、ちょっと訂正をお願いいたします。歳入の介護保険の７ペ

ージなのですが、現年分の保険料がございますがそこに６５８０という数字が

あると思います。それを６５８８０に訂正願います。第１号被保険者保険料１

７４５名の後に６５８０と記載されています。６５８８０の記載間違いです。

大変申しわけございません。それでは、歳出より説明させていただきます。３

２ページをお開き願います。１款１項１目一般管理費９２２万８千円の計上で

ございます。これにつきましては、介護保険事業に必要となる一般的な経常経

費でございます。前年対比５３９万円の増額ということになります。この要因

は第７期の、３０年からになりますが、第７期の介護保険事業計画及び介護保

険制度の改正に伴います、システムの改修の委託料の増額ということになりま

す。また、賃借料ですが、介護事務システムの機器の更新のため、これが１４
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万５千円ほど下がることになります。続きまして、３３ページをお開き願いま

す。１款２項１目賦課徴収費３万６千円の計上でございます。これにおきまし

ては、第１号被保険者の保険料の普通徴収にかかる、納入通知書の費用という

ことになりまして、昨年度通知を購入しておりますので本年度、１１万３千円

の減額ということになります。次、３４ページです。１款３項１目介護認定審

査会費４５０万９千円の計上です。これにおきましては、日高町と認定調査会

を開催しております、その必要経費でございます。この中で負担金につきまし

て、各町均等割２０％、高齢者人口割８０％の比率で算出しております。その

中での１万円の増でございます。次、３５ページ、２目認定調査費５０万６千

円の計上でございます。前年対比３０８万４千円の減額でございます。これに

つきましては、介護認定調査員が、本年度より一般会計の一般管理費から支出

するようになりましたので、その賃金、共済費等が減になっております。委託

料ですが、町外の認定調査回数の減もございまして、８万４千円の減額という

ことになります。次、３６ページをお開き願います。１款４項１目計画策定費

１７万２千円の計上でございます。介護保険運営委員会の報酬でございます。

２９年度は第７期の介護計画の策定がございます。それによりまして、委員会

の回数の増ということでありまして、増額ということになります。次、３７ペ

ージをお開き願います。２款１項１目居宅介護サービス給付費７８９６万円の

計上でございます。前年対比６６２万９千円の減額ということになりますが、

大きな要因といたしまして、まず介護報酬が下がったなかで、介護度がまた一

つ下がったということも、一つの要因ということになります。それによる、減

額でございます。次、３８ページをお開き願います。２目地域密着型サービス

給付費７１２８万円の計上であります。これは地域密着型認知症のグループホ

ームにおける給付費、これは要支援、要介護の方が対象ということになります。

前年対比１０８０万円の増額ということになります。この増額の理由でござい

ますが、２９年度より地域密着型の通所介護、認知症と判断された高齢者が食

事、また入浴、介護や支援、日常訓練が受けられる事業を進めるところであり

ます。それともう一つ、定期巡回・随時対応型訪問介護看護を実施するという

ことで、１０８０万円の増額ということになります。次、３９ページをお開き

願います。３目施設介護サービス給付費２億６７３万円の計上であります。こ

れにつきましては、施設での介護サービスに対する給付費ということになりま

す。まず施設介護給付費は常に介護が必要な方のために介護老人福祉施設、こ

れは特養になります、それと、病状が安定し、リハビリを重点においた介護老

人保健施設、老健施設、それと病状が安定しているが長期にわたり療養が必要

な、介護療養型医療施設の三つに分かれるようなかたちになります。前年対比

１５９万円の減額ということになります。理由といたしまして、特養のサービ

スの利用者は増えておりますが、やはり介護度と介護報酬が下がったというこ

とになりまして、月当たりの給付費が下がったことによる減額でございます。

次、４０ページをお開き願います。４目福祉用具購入費４０万８千円の計上で
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あります。これは在宅で使用する福祉用具の購入に対する給付ということにな

ります。便座なり入浴補助用具ということになります。年間１０万円を限度額

として、本人の負担が１割ということになります。次、４１ページをお開き願

います。５目住宅改修費１３２万円の計上であります。これは要介護者が在宅

での生活に必要な小規模な住宅改修をするという給付になります。手すりなど

がございます。上限は２０万円でございます。自己負担額１割ということであ

ります。前年同額でございます。次、４２ページをお開き願います。居宅介護

サービス計画給付費１３２４万８千円の計上でございます。これは居宅介護支

援事業者、町社協が行う居宅サービスの計画の作成、それからサービスの提供

事業者との連絡調整などの費用ということになります。前年同額でございます。

ケアプランの作成は９６０人を予定しております。次、４３ページをお開き願

います。２款２項１目介護予防サービス給付費５７０万円の計上でございます。

要支援１、２の方が利用するデイサービスなどの在宅サービスに対する給付と

いうことになります。なお、住所地特例、これは被保険者の住所地以外の市町

村に所在する介護施設を利用した場合ということになります。サービスを利用

した場合の予算の計上ということになります。本年度福祉用具、それと通所リ

ハの実績に基づいて１１９万６千円の増額ということであります。次、４４ペ

ージをお開き願います。２目地域密着型介護予防サービス給付費１２０万円の

計上であります。これは認知症高齢者共同生活介護グループホームにおける要

支援２の方を対象とする給付ということになります。食事、入浴などの生活の

支援ということになります。前年同額でございます。次、４５ページをお開き

願います。３目介護予防福祉用具購入費４０万８千円の計上であります。これ

は要支援１、２に認定された方の福祉用具の購入に対する給付ということにな

ります。前年同額でございます。次、４６ページをお開き願います。４目介護

予防住宅改修費１３２万円の計上でございます。これも要支援１の方の生活に

必要な小規模な住宅改修ということになります。上限２０万円、自己負担１割

ということになります。前年同額でございます。次、４７ページをお開き願い

ます。５目居宅介護予防サービス計画給付費２７０万円の計上でございます。

介護予防支援事業者が居宅サービスの計画作成などを行うために要した費用に

対する給付ということになります。この９０万円の減額でございますが、最近

の傾向として、用具の貸し出しだけの場合ということになりますので、そうな

りますとケアマネジメントが無料になるということになりますので、その分が

ちょっと減額になっております。次、４８ページをお開き願います。２款３項

１目審査支払手数料３７万４千円の計上であります。これは各事業所から請求

があがったものに対して、国保連が行う審査にかかる支払手数料ということに

なります。前年同額をみております。次、４９ページをお開き願います。２款

４項１目高額介護サービス費１２００万円の計上であります。これは利用者の

１か月の自己負担合計額が高額になり、上限を超えた場合にその超過分に対す

る支給ということになります。これも前年同額であります。１０００件ほど見
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込んでおります。次、５０ページをお開き願います。２目高額介護予防サービ

ス費１万２千円の計上でございます。これは要支援１、２の方に対してのサー

ビスでございます。次、５１ページをお開き願います。２款５項１目高額医療

合算介護サービス１３２万円の計上でございます。これは同一世帯で医療と介

護の両方サービスを利用した場合に、その方に対して、年単位で自己負担の軽

減を図るための制度ということになります。本年度１０８万円の減額というこ

とになっておりますが、これにおきましては平成２７年度、国保連のシステム

が改修されまして、今までは高額医療合算が前々年度の支払いをしていたわけ

ですが、平成２８年度より、前年度分まで支払えるようなシステムになり、昨

年は２年間分の予算を計上しておりました。それが本年度より、前年度の金額

を払うということで、通常通り戻って１年間分の経費を計上したところでござ

います。次、５２ページをお開き願います。２目高額医療合算介護予防サービ

ス費１万２千円の計上でございます。これは合算の世帯の要支援の１、２の方

に対する費用ということであります。前年同額であります。５３ページをお開

き願います。２款６項１目特定入所者介護サービス費２８８０万円の計上でご

ざいます。これは所得の低い方に対して、所得に応じた自己負担の上限が設定

されており、これらを超えた分に対する費用ということになります。食費、居

住費などの負担軽減ということになります。前年実績に基づきまして１２０万

円の増額ということになります。次、５４ページをお開き願います。２目特定

入所者介護予防サービス費７万２千円の計上でございます。これは前ページと

同様に、要支援１、２の方が対象になります。次、５５ページをお開き願いま

す。３款１項１目介護予防・生活支援サービス事業費２１０６万６千円の計上

でございます。これは要支援１、２の方の訪問通所介護サービス費、それから

食の自立サービス配食サービスとなります。これにおきましては、委託料、こ

れは利用者の減ということで、減額でございます。続きまして負担金でござい

ますが、訪問サービスの実績が増になっておりまして、その分が増額というこ

とになっております。次、５６ページをお開き願います。２目介護予防ケアマ

ネジメント事業費１８万５千円の計上であります。これは住所地特例において

サービスを利用する場合、市町村や事業所などにケアマネジメントを委託する

場合ということになります。前年対比６万７千円の減ということになります。

これは件数の減でございます。次５７ページをお開き願います。３款２項１目

一般介護予防事業費３２７万円の計上でございます。この事業については、地

域の全ての高齢者を対象に、いつまでも元気にいるためのサービスということ

になります。本年度から、住民主体の通いの場、またサロンなどを提供してい

る事業でございます。前年対比５１万円の増額ということになります。これに

おきましては、まず運営費でございます。サロンの立ち上げということで、前

年３か所で１３８万円みていましたが、本年度１か所ということになりまして、

６３万円の計上ということになります。それと地域リハ活動の支援事業という

ことになりますが、これにおきましても、リハビリの要請が多いということの
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なかで９７万８千円ということで増額させていただいております。続きまして、

５８ページをお開き願います。３款３項１目包括的支援事業費でございます。

８９０万６千円の計上でございます。これは地域包括支援センターの運営の経

費ということになります。前年度より２６０万４千円の増額ということになり

ます。まず、理由といたしまして平成３０年度まで、全市町村が地域支援事業

として完全実施ということで、在宅医療介護連携推進事業で医療と介護の両方

を必要とする状態の高齢者が住みなれた地域で自分らしく暮らしを人生最期ま

で続けられることができるように在宅医療と介護を一体的に提供するものであ

ります。それに伴う経費の増額ということになります。この中で、主な事業と

いうことになりますと、認知症の総合支援事業がございます。それと成年後見

人制度の研修の委託料もございます。それと、高齢者マップシステムの導入の

委託料ということがございます。これにおきましては高齢者の居住地をマップ

に落としまして、緊急時に早急な対応ができるというシステムで９１万８千円

の計上ということになります。次、５９ページをお開き願います。任意事業費

３９２万４千円の計上でございます。これにおきましては、食の自立支援事業、

それから認知症サポーターの養成講座が主な事業ということになりまして、１

２７万３千円の増額ということになります。これにおきましては食の自立の分

が前年より増額ということになっております。約９００食くらいがこちらのほ

うで増額ということになります。それと扶助費でございますが、これは認知症

対応型の共同生活介護事業所入所者の家賃の給付ということであります。これ

は任意事業におきまして、介護給付等の適正化事業、また、家族介護の支援事

業、またその他事業がございますが、その入居者の家賃等の給付ということで、

その他の事業になりますが、これは低所得者に対して家賃を補填することで現

在のグループホームの家賃というものが７千円でございますが、４月より開設

する生活支援ハウスが１万円という現状もございます。その整合性を取るもの

でございまして、６４万８千円の計上ということになります。次、６０ページ

でございます。３款４項１目審査支払手数料９万円の計上でございます。これ

は各事業所からの請求に対して、国保連が行う審査にかかる支払手数料という

ことになります。次、６１ページをお開き願います。４款１項１目介護給付費

基金積立金６万円の計上でございます。これは介護給付費支払準備金基金の利

息ということでございます。前年対比３万４千円の減額でございます。次、６

２ページ、５款１項１目利子１万円の計上でございます。これは一時借り入れ

を起こした場合の利子ということでございます。次、６３ページをお開き願い

ます。６款１項１目第１号被保険者保険料還付金７万４千円の計上であります。

これは６５歳以上の第１号被保険者に対して保険料の還付が生じた際の予算で

ございます。前年同額でございます。次、７款１項１目予備費５０万円の計上

でございます。以上、歳出合計４億７８４０万円の計上でございます。前年対

比１０５０万円の増額になります。次、歳入をご説明しますので７ページをお

開き願います。 
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議長 休憩します。再開は１５時でございます。 

   （休 憩 午後 ２時５０分） 

   （再 開 午後 ３時００分） 

議長 再開します。休憩前に引き続き、介護保険特別会計について説明を求めます。

保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

それでは歳入についてご説明いたします。７ページをお開き願います。１款１

項１目第１号被保険者保険料６６１８万円の計上でございます。前年対比５７

万２千円の増額ということでございます。これは平成２７年度から平成２９年

度まで３年間、第６期の介護保険事業計画に基づき、介護保険料３５００円の

設定ということになります。現年分の徴収９９％を見込んで６５８８万円、普

通徴収が１１６名、特別徴収が１６２９名ということになります。滞納繰越分

は、２９年度に繰り越される３００万円と見込み、１０％、３０万円の計上で

ございます。次、８ページをお開き願います。２款１項１目督促手数料、これ

は前年同額の２千円の計上でございます。９ページをお開き願います。３款１

項１目介護給付費国庫負担金７３５３万７千円の計上であります。前年対比６

２万５千円の増額ということになります。これは介護給付費施設分の１５％、

これは特養、老健、介護療養型医療施設の３施設になります。その他分２０％

ということになります。これは認知症グループホームや、居宅の介護サービス

などの国庫負担金ということになります。１０ページをお開き願います。３款

２項１目調整交付金２８８１万７千円の計上であります。前年対比１７４万３

千円の減ということになります。これは全国水準の格差の調整のための交付金

でありまして、後期高齢者の割合や所得分布により、要介護者の出現率、また

保険料の基準額が全国平均の水準となるように、調整を図るというものでござ

います。国から交付されるものでございます。基準額としては４億１千万円を

基準にした金額ということになっております。次に１１ページをお願いします。

２目地域支援事業交付金でございます。これは介護予防事業で６１５万２千円

の計上ということになります。これは介護予防・生活支援サービス事業の一般

介護予防事業で要支援１、２の方の訪問、通所介護の予防などの経費の２５％

ということになります。次、１２ページをお開き願います。３目包括支援事業

交付金、これは包括支援、任意事業ということで、５００万４千円の計上でご

ざいます。これは包括的支援事業ということで地域包括支援センターの運営経

費でございます。任意事業は、食の自立支援事業など主な事業がございますが、

その経費に対して３９％を乗じた額ということになります。１３ページをお開

き願います。４目介護保険事業費補助金２７５万円の計上でございます。これ

は第７期の介護保険計画及び制度改正に基づくシステムの改修の補助金でござ
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います。５５０万円に対して２分の１の２７５万円の補助金でございます。次、

１４ページをお開き願います。４款１項１目介護給付費交付金１億１９２４万

２千円の計上でございます。前年対比８３万９千円の増額ということになりま

す。これは支払基金の交付金、これは第２号の被保険者の保険分ということに

なります。それの２８％を乗じたものということになります。次、１５ページ

をお開き願います。２目地域支援事業交付金、これに対しましては６８９万１

千円の計上でございます。前年対比３９万７千円の増額ということになります。

介護予防・生活支援サービス事業、一般介護予防事業、その他諸費の分の２８％

分の計上ということになります。次、１６ページをお開き願います。５款１項

１目介護給付費道負担金６４８６万９千円の計上ということになります。これ

は道の負担金ということで、介護給付費施設分が１７．５％、それと介護給付

費その他分が１２．５％の道の負担金ということになります。これは給付の増

額による増額ということになります。次、１７ページ、２目地域支援事業交付

金であります。これは介護予防事業３０７万７千円の計上であります。これも

同じく介護予防・生活支援事業、一般介護予防事業、その他諸費の道の負担金

１２．５％分であります。１８ページをお願いいたします。３目包括支援事業

交付金であります。これも包括支援・任意事業の２５０万２千円の計上でござ

います。これも、地域包括支援センターの運営経費でございます。包括的支援

事業が１９．５％、任意事業も１９．５％を乗じた額ということになります。

次、１９ページをお願いします。６款１項１目利子及び配当金６万円の計上で

ございます。これは介護給付費支払準備基金の利子でございます。前年対比３

万４千円の減額ということになります。２０ページをお開き願います。７款１

項１目介護給付費繰入金５３２３万３千円の計上であります。これは介護給付

費に対する町の一般会計からの繰り入れということになりまして、給付費に対

して、１２．５％を乗じた額ということになります。２１ページお願いいたし

ます。地域支援事業の繰入金、介護予防事業３０７万７千円の計上ということ

になります。これも、一般会計からの町の繰入金ということになりまして、１

２．５％を乗じた額になります。２２ページをお開き願います。３目地域支援

事業繰入金、これにおきましても包括的支援事業・任意事業に対する町からの

一般会計からの繰り入れということになります。給付に対する１９．５％を乗

じた額ということになります。次、２３ページをお願いします。４目低所得者

保険料軽減繰入金９３万８千円の計上であります。これは介護保険制度の改正

により、所得段階が９段階に見直されております。介護保険の第１号保険料に

ついて、給付費の５割とは別枠として公費として投入し、低所得者の高齢者の

保険料の軽減を図るものであります。０．０５％を公費で負担するということ

になります。国が２分の１、道が４分の１、町が４分の１ということになりま

す。次、２４ページをお開き願います。その他一般会計繰入金１１７０万１千

円の計上であります。これは歳出の１款の総務費は介護保険の運営上必要な事

務的経費ということで、国や道からの補助がなく、町が全額負担することにな
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り、一般会計から繰り入れするものでございます。次、２５ページをお願いし

ます。７款２項１目介護保険給付準備基金繰入金２７２８万３千円の計上でご

ざいます。これは介護保険制度における歳出の根幹をなす介護保険給付につき

ましては、国、道、町が公費でそれぞれの割合で負担し、さらに第２号被保険

者から負担をいただく支払基金の交付金と第１号被保険者からの保険料で賄っ

てるものでございます。それが不足する場合に、基金を取り崩すものでござい

ます。次、２６ページをお願いします。８款１項１目繰越金５０万円の計上で

ございます。これは前年同額ということになります。続きまして、２７ページ

から２９ページまで、第１号被保険者延滞金、同じく過料、預金利子というこ

とでそれぞれ１千円の計上でございます。次、３０ページをお開き願います。

９款３項１目雑入７万９千円の計上でございます。これは、雇用保険の被保険

者の負担ということになります。その他の雑入ということになります。これは

給付での利用者からの還付が発生した場合の雑入ということになります。歳入

の合計、４億７８４０万円で前年比１０５０万円ということになります。以上

で平成２９年度平取町介護保険特別会計予算の説明を終わります。ご審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

議長 次に簡易水道特別会計予算について提案説明を求めます。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

議案第１７号平成２９年度平取町簡易水道特別会計予算についてご説明申し上

げます。第１条、歳入歳出の予算でありますが、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ２億９０６５万円とするものであります。第２項において歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」によることとして

おります。第２条において地方自治法の規定により起こすことができる地方債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第２表 地方債」による

ものとしております。第３条において、一時借入金の限度額を５千万円とする

ものであります。 

議長 どうぞお座りください。 

建 設 水 道

課長 

それでは、歳入歳出事項の事項別明細の歳出からご説明申し上げますので１５

ページをご覧願います。３歳出、１款１項１目一般管理費で２９２３万２千円

を計上しております。前年度対比４３９万７千円の減となっております。２節

給料１４３万７千円の減及び３節職員手当１１４万３千円の減につきまして

は、人事異動によるものでございます。１３節委託料において水道料金システ

ムの更新業務委託料３０７万８千円を計上し、９２万５千円の増となっており

ます。１４節使用料及び賃借料において、水道新料金システムの使用料として

５３万８千円を計上いたしました。１９節負担金、補助及び交付金２９７万２

千円の減につきましては、３年ごとの退職手当組合の清算納付金の支払いが平
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成２９年度においては不要となるための原因による減でございます。１６ペー

ジをお開き願います。２款１項１目維持管理費で４１９１万７千円を計上して

おり、前年対比４２７万８千円の減となっております。１１節需用費１９９万

４千円の減につきましては、修繕料において２０７万７千円を減額し、総額で

９９６万６千円になったことによるものでございます。１３節委託料において

２３０万７千円の減につきましては、水道料金システムの監視装置の更新が２

８年度をもって完了したことにより、２３０万円の減額によるものでございま

す。１７ページをご覧ください。２款１項２目建設改良費で１億６５２万７千

円を計上しており、前年対比で６３７５万円の減となっております。１３節委

託料につきましては、貫気別地区の配水管の区域拡張工事及び計装更新の設計

委託料と本町地区の水利権更新業務の委託料として、１２８２万円を計上して

おり、前年対比で５３２万円の増となっております。１５節工事請負費につき

ましては量水器の取り換え、振内橋の添架配水管の撤去、貫気別地区の配水管

の区域拡張及び地区配水管の整備、計装設備の更新の５工事の事業費８７９３

万円を計上し、前年対比６８２３万円の減となっております。１８節備品購入

費につきましては、本年度更新分の量水器３５０台分を計上いたしまして５６

０万円となっております。次に１８ページをご覧願います。３款１項１目元金

で８６６１万６千円を計上しておりますが、これは水道施設整備事業の起債償

還金でございます。１９ページをご覧ください。３款１項２目利子で２５８５

万８千円を計上しておりますが、これは水道施設整備事業に伴う起債の償還利

子でございます。次、２０ページをお開き願います。４款１項１目予備費であ

りますが、前年同額の５０万円を計上しております。次、２１ページでござい

ますけども、歳出の合計は２億９０６５万円となり、前年対比７４７０万９千

円の減となっております。続いて歳入の説明を行いますので７ページをお開き

願います。２、歳入、１款１項１目使用料で１億３５００万円を計上しており、

前年対比１００万円の減となっております。内訳といたしましては３地区の水

道料を合算して現年度分１億３２００万円と滞納繰越分の３００万円を見込ん

でおります。次、８ページをお開き願います。１款２項１目手数料におきまし

ては前年度同額の２０万円を見込んでおります。次に９ページをご覧ください。

２款１項１目簡易水道施設費国庫補助金につきましては、貫気別地区の配水管

整備事業と計装設備更新事業をあわせて２１５０万５千円を見込んでおりま

す。次、１０ページをお開き下さい。３款１項１目繰越金は前年度同額の５０

万円を計上しております。次、１１ページをご覧ください。４款１項１目一般

会計繰入金で７３７４万５千円を計上しております。前年対比６０８万６千円

の増となっておりますが、これは水道会計の財源不足を一般会計に求めたもの

でございます。１２ページをご覧ください。５款１項１目雑入で１３０万円を

計上しております。これは平成２８年度の消費税の還付金の見込み額でござい

ます。１３ページをご覧ください。６款１項１目簡易水道事業債につきまして

は５８４０万円を計上しております。これは水道施設整備に伴う国庫補助金以
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外の財源を起債に求めたものでございます。１４ページをご覧ください。歳入

の合計は、２億９０６５万円となり、前年対比で７４７０万９千円の減でござ

います。次に、第２表の地方債についてご説明申し上げますので４ページをお

開き願います。この表は、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還方法

を定めたもので、平成２９年度は記載してある３事業に充当する限度額を５８

４０万円とするものでございます。以上、簡易水道特別会計についてご説明申

し上げましたのでご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 最後に、国民健康保険病院特別会計予算について提案説明を求めます。病院事

務長。 

病 院 事 務

長 

国民健康保険病院予算書１ページ、議案第１８号平成２９年度平取町国民健康

保険病院特別会計予算についてご説明申し上げます。 

議長 どうぞお座りください。 

病 院 事 務

長 

第１条総則としまして、平成２９年度平取町国民健康保険病院特別会計の予算

を次のように定めようとするものでございます。第２条は業務の予定量でござ

います。１、業務量（１）本院の病床数は一般病床の４８床でございます。年

間の患者数は、入院が１万５６９５人を予定しております。外来は２万６７３

０人の患者数を予定しております。１日平均患者数は入院が４３人を見込み、

外来は１１０人を見込んでおります。次に、（２）振内診療所でございますが、

年間外来患者数は３１３６人で１日平均３２人を予定しております。訪問診療

は年間患者数１３００人で１日平均１３人を予定しております。２、主要な建

設改良事業となります。事業は、平取町国民健康保険病院改築事業、事業費９

億２１００万円を予定しております。次に、第３条収益的収入及び支出の予定

額を次のとおりとするものでございます。収入、支出とも同額の７億５１８２

万７千円を予定しております。予算内容につきましては予算説明書でご説明い

たします。次のページをご覧願います。第４条の資本的収入及び支出の予定額

を次のとおりとするものでございます。資本的収入の予定額を９億３０３４万

７千円とし、資本的支出の予定額を９億３６８５万９千円としております。こ

の収入が支出に対して不足する６５１万２千円は留保資金で補填する予算措置

となっております。予算内容につきましては予算説明書でご説明いたします。

次に、第５条継続費の総額及び年割額を定めるものでございます。予算科目の

第１款資本的支出第３項建設改良費、事業名が平取町国民健康保険病院新築工

事、総額１４億１９６０万円となり、平成２９年度８億５１００万円、平成３

０年度５億６８６０万円の年割額となります。二つ目の事業が、平取町国民健

康保険病院新築工事監理委託業務、総額２４００万円となり、平成２９年度１

千万円、平成３０年度１４００万円の年割額となります。次に、第６条の起債



- 46 - 

の借入限度額等を定めるものでございます。平取町国民健康保険病院改築事業

の財源として発行を予定しております。限度額は８億９４００万円の借り入れ

を予定し、借入条件等は記載のとおりでございます。次に、第７条の一時借入

金の限度額を１５億円と定めるものでございます。次、第８条は議会の議決を

経なければ流用することのできない経費となりますが、対象となる経費は職員

給与費が５億６２３万９千円とし、交際費が３０万円としております。次に、

第９条はたな卸資産の購入限度額を７千万円と定めるものでございます。以上

が平成２９年度平取町国民健康保険病院特別会計予算案となります。続きまし

て予算の内容を説明させていただきます。次のページ、３ページをご覧願いま

す。平成２９年度平取町国民健康保険病院事業特別会計予算実施計画書総括で

ございます。まず、収益的収入及び支出の収入のうち第１款病院事業収益が本

年度予算額７億５１８２万７千円となり、前年度比較６７万６千円の減となっ

ております。１項医業収益は４億３３９９万７千円で前年度比較９８９万６千

円の減となっております。目に関する予算額は予算説明書でご説明いたします

ので省略させていただきます。次に、第２項医業外収益は３億１７８２万９千

円で９２２万円の増となっております。第３項特別利益は１千円を見込んでお

ります。次に支出の第１款病院事業費用の本年度予算額は、７億５１８２万７

千円としております。１項医業費用は７億４７５３万５千円で前年度比較２４

１万６千円の減となっております。２項医業外費用は３０９万２千円で前年比

較、１７４万円の増となっております。３項特別損失は２０万円を予定してお

ります。４項予備費は前年同の１００万円としております。次のページをご覧

願います。資本的収入及び支出となります。第１款資本的収入は９億３０３４

万７千円となり、前年比較６億８７６８万８千円の増となります。１項一般会

計負担金は８６７万２千円で、前年比較９５０万２千円の減となっております。

２項企業債は改築事業の財源として８億９４００万円の借り入れを予定してお

ります。３項国民健康保険特別会計負担金は４３万５千円を予定しております。

４項補助金は改築事業にかかる補助金２７００万円を予定しております。５項

奨学資金等貸付金償還金は２４万円を見込んでおります。次に支出になります

が資本的支出は本年度予算額９億３６８５万９千円となり、前年度比較６億８

９３２万円の増となります。１項企業債償還金は本年度予算額９７万１千円で

前年比較２千円の増となります。２項長期借入金償還金は一般会計借入金の償

還分４４０万円となります。３項建設改良費は病院改築事業と医療機器等の整

備を予定して９億２８２６万円を予定し、前年比較６億８７５６万６千円の増

となっております。４項貸付金は看護学校への奨学資金と看護職資格取得資金

として３２２万８千円を予定しております。次のページをご覧願います。平成

２９年度平取町国民健康保険病院事業会計予算説明書を説明いたします。まず、

収益的収入の１款１項１目入院収益でございますが１日平均患者数を４３人、

年間患者数を１万５６９５人とし、１日１人当たりの診療単価を１万５１００

円と見込んでおります。それにより、入院収益が２億３６９９万５千円を予定
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し、前年度比較１２５５万６千円の減と見込んでおります。次に、１款１項２

目外来収益ですが、本院は１日平均１１０人、延べ患者数２万６７３０人、診

療単価を４４００円として見込んでおります。振内診療所は、１日平均患者数

３２人、延べ患者数３１３６人、診療単価が５２００円を見込んでおります。

訪問診療につきましては１日平均患者数１３人、延べ患者数１３００人、診療

単価が６６００円を見込んで、外来収益を本院、振内診療所あわせて１億４２

４９万９千円を予定しており、前年度比較１１７万１千円の減としております。

次に１款１項３目その他医業収益ですが、本年度予算額は５４５０万３千円、

前年度比較３８３万１千円の増となっております。１節室料差額収益は７０万

円で前年度比較１０万円の減、２節公衆衛生活動収益は８００万円で１００万

円の増、３節自動車収益は前年度と同額としております。４節その他医業収益

は各種予防接種、健診等を収入調整なども勘案して４５７９万８千円を計上し

ております。次のページをご覧願います。１款２項１目受取利息配当金でござ

います。本年度予算額５千円を予定しております。次に、２目の他会計負担金

ですが、１節の一般会計負担金は繰入金を２億９千万円計上し、前年度比較１

千万円増となっております。２節国民健康保険特別会計補助金として、救急患

者受入体制支援事業に該当する、夜間休日の医師確保に対する経費の助成金４

５０万円を、国保会計からの繰入金として計上しております。次の３目、患者

外給食収益は９０万円とし、前年度比較３９万６千円の増としております。４

目その他医業外収益は、本年度予算額２２４２万４千円で前年度比較１１７万

２千円の減となっております。１節のその他医業外収益は６２９万４千円を計

上しております。職員住宅の使用料や休日夜間診療確保対策費補助金などとな

っております。２節長期前受金戻入は取得した資産の財源となった収入額につ

いて、減価償却見合い分を収益化するものとなります。１６１３万円を計上し

ております。次の１款３項１目特別利益ですが、１千円を計上しております。

次のページをご覧願います。収益的支出予算となります。まず、１款１項１目

給与費でございます。本年度は５億６２３万９千円となり、前年度比較６５万

４千円の増となります。１節給料は医師３名、職員３２名の１億６０７０万円、

前年度比較１３６万５千円の増となります。２節手当は各種手当として１億１

３４５万２千円を計上しております。１０２万３千円の増となっております。

３節報酬は９８８９万８千円で、そのうち嘱託職員報酬６６８９万８千円とな

り、この中には振内診療所医師１名分の給与が含まれております。嘱託医師等

業務報酬として出張医師等の報酬を３２００万円を計上しております。常勤医

師の負担軽減を考慮し、出張医などを依頼いたします。前年度比較２７５万８

千円の減となっております。４節法定福利費は本年度予算額７５３０万５千円

で、前年度比較９９万円の増となっております。５節退職給与金は本年度予算

額３５６３万３千円で前年度比較８５万５千円の減となっております。６節賞

与引当金繰入額は本年度予算額２２２５万１千円となり、前年度比較８８万９

千円の増となります。次のページをご覧願います。１款１項２目材料費でござ
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います。本年度予算額６１７０万９千円を計上しております。前年度比較１７

５万１千円の減となっております。１節薬品費は２０４０万円を計上しており

ます。２節診療材料費は４０６０万９千円を計上しております。前年度比較で

は１７５万１千円の減となっております。３節医療消耗備品費は５０万円を計

上し、４節給食消耗備品費も前年同額２０万円としております。次のページを

ご覧願います。１款１項３目経費でございます。本年度予算額１億５６３８万

５千円を計上し、前年度比較４３万６千円減となっております。１節賃金は４

００万円を計上しております。２節旅費交通費は３３０万円を計上し、前年同

額としております。３節職員被服費は９０万円を計上し、前年度比較２０万円

増としております。４節消耗品費は２６０万円を計上し前年同額としておりま

す。５節消耗備品費は１５０万円を計上し前年同額としております。６節会議

費は１０万円を計上し前年同額となります。７節光熱水費は５７４万８千円で、

２１万８千円増としております。８節燃料費は９６８万２千円を計上し、３万

８千円減としております。９節食糧費は４０万円を計上し、前年同額とし、１

０節印刷製本費は１００万円を計上し、前年度比較２０万円増としております。

１１節使用料及び手数料は９５７万７千円を計上し、前年度比較２３万３千円

の減となっております。次のページをご覧願います。１２節通信運搬費は１０

３万６千円を計上し、前年度比較２万４千円の減となっております。１３節保

険料は１５３万７千円を計上し、前年度比較３８万円減となっております。１

４節建物修繕費は２７０万円を計上しております。前年度同額となっておりま

す。１５節車輌及備品修繕費は２００万円を計上しております。前年度同額と

しております。１６節賃借料は３２万４千円を計上し、前年度同額となってお

ります。次のページをご覧願います。１７節委託料は１億７８３万１千円を計

上し、前年度比較１４万９千円の減となっております。１８節交際費は３０万

円で前年同額となっております。１９節諸会費は１２０万円を計上し、前年度

比較２３万円減となっております。２０節雑費は５０万円を計上し、前年同額

となっております。次のページをご覧願います。２１節修繕引当金繰入額は昨

年度と同額の１０万円を計上しております。２２節貸倒引当金繰入額も前年同

額の５万円としております。次に１款１項４目減価償却費でございます。本年

度予算額は、２１７０万２千円を計上し、前年比較１１８万３千円の減となっ

ております。１節建物減価償却費から５節リース資産償却費の当年度償却予定

額を計上しております。次に１款１項５目資産減耗費でございます。１節たな

卸資産減耗費は５万円、２節固定資産除却費は１０万円を計上しております。

次に１款１項６目研究研修費でございます。本年度予算額１３５万円を計上し、

前年度比較２５万円の増となっております。１節図書費は２５万円を計上し、

前年度比較５万円増となります。２節旅費交通費が１００万円を計上し、前年

度比較２０万円増となっております。３節研究雑費は１０万円を計上し、前年

度同額となっております。次のページをご覧願います。１款２項医業外費用１

目支払利息及企業債取扱諸費でございます。本年度予算額は１７９万２千円を
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計上しており、前年度比較１４４万円の増となります。起債の借り入れにかか

る利息や資金繰りのための借入利息が増えることによります。次に１款２項２

目消費税でございます。１３０万円を計上し前年度比較３０万円増となってお

ります。次に１款３項１目特別損失でございます。本年度予算額２０万円を計

上し、前年同額としております。次の予備費は前年同額の１００万円を計上し

ております。次のページをご覧願います。資本的収入の説明になります。１款

１項１目一般会計負担金でございます。資本的支出に伴う財源として一般会計

からの繰り入れを計上するものでございます。資本的支出の特定財源を除いた

支出額に対する一般会計の負担分として８６７万２千円を計上しています。次

に１款２項１目企業債でございます。改築事業にかかる財源として８億９４０

０万円の起債の発行を予定しております。次に１款３項１目国民健康保険特別

会計負担金でございます。国民健康保険特別会計からの繰入金として４３万５

千円を計上しております。これは医療機器購入に対する国民健康保険特別調整

交付金の国費及び道費の助成相当額を国保会計からの負担金として計上してお

ります。次に１款４項１目補助金でございます。病院建設にかかる国庫補助金

のサステナブル建築物等先導事業補助金を２７００万円を予定しております。

次に１款５項１目奨学資金等貸付金償還金でございます。奨学資金の貸付金の

償還として２４万円を見込んでおります。次のページをご覧願います。資本的

支出になります。１款１項１目企業債償還金でございます。本年度予算額は９

７万１千円を計上し前年度比較２千円の増となっております。次に１款２項１

目長期借入金償還金でございます。２２年度において一般会計から４４００万

円を運転資金として借り入れたものを１０年で元利均等償還することとして７

回目の償還分４４０万円を計上しております。次に１款３項建設改良費、１目

資産購入費でございます。１節医療機器購入費は尿自動分析装置などの医療機

器の購入で１７６万９千円を計上しております。２節は一般備品購入費として

３０万円を計上しております。３節リース資産購入費は医療機器などのリース

料の支払いとして、５１９万１千円を計上しております。次に１款３項２目建

設工事費でございます。１節は委託料として、病院改築にかかる工事監理委託

業務を継続費として１千万円を計上しております。２節工事請負費は新築工事

と敷地造成工事をあわせて９億１１００万円を計上しております。公有財産購

入費と補償、補填及び賠償金は２９年度はございません。次に、１款４項貸付

金１目看護職員奨学資金等貸付金でございます。奨学資金等貸付金は看護師資

格を取得するための学校へ入学する学生に対して、貸付金２６２万８千円を計

上しております。２９年度も新たに１名の希望者があり、３名分の計上となり

ます。２目看護職資格取得資金貸付金は、当院の准看護師が看護師資格を取得

するための貸付金を６０万円計上しております。次のページをご覧願います。

１６ページから２０ページは給与費明細書となりますが、昨年度の当初予算と

の比較などとなっておりますので、詳細の説明は省略させていただきます。２

１ページをお開き願います。平成２９年度平取町国民健康保険病院事業予定キ
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ャッシュ・フロー計算書でございます。２９年度の資金の動きの情報となりま

す。１年間の資金の受け入れ、支出の予定を記載したものとなります。１、業

務活動によるキャッシュ・フロー、２、投資活動によるキャッシュ・フロー、

３、財務活動によるキャッシュ・フローと三つに区分した資金移動の予定にな

ります。それぞれの項目の資金の詳細の説明は省略させていただきます。一番

下に資金期首残高と資金期末残高が記載していますが、２９年度末の資金残高

が１３３７万３千円と見込んでおります。次のページをご覧願います。平成２

９年度平取町国民健康保険病院事業予定貸借対照表でございます。平成３０年

３月末の予算執行後の残高見込みとなります。まず、左側、資産の部、１．固

定資産ですが、（１）有形固定資産がイの土地からトの建設仮勘定の項目をあわ

せまして、１４億６００６万６千円の残高となっております。次に（２）無形

固定資産は、イ電話加入権からハの無形リース資産の項目をあわせまして、７

３万３千円となります。（３）投資その他の資産がイ前払退職手当組合負担金か

らハの貸倒引当金をあわせまして、４０３２万３千円になります。固定資産の

合計が１５億１１２万２千円を見込んでおります。次に２の流動資産ですが、

現金預金残高が１３３７万３千円、未収金が９億３９０２万１千円、貯蔵品が

７００万円を見込み、流動資産合計が９億５９３９万４千円を予定しておりま

す。資産合計が２４億６０５１万６千円を見込んでおります。次に、右側の負

債の部の３．流動負債でございますが、（１）一時借入金から（７）の預り金ま

での残高が１０億２６４７万７千円を予定しております。次に、４．固定負債

でございます。（１）企業債から、（４）引当金までの残高が１１億２６３６万

４千円を予定しております。次に５．繰延収益になりますが、（１）長期前受金

から（３）建設仮勘定長期前受金までの残高が１億５８９０万２千円を予定し

ております。負債の合計が２３億１１７４万３千円を予定しております。次に、

資本の部でございます。６．資本金ですが、（１）自己資本金として２億１４１

万４千円の残高を予定しております。７．剰余金は（１）資本剰余金のイその

他資本剰余金が５３０万８千円となります。（２）利益剰余金はマイナスの５７

９４万９千円を予定しております。剰余金合計が、マイナス５２６４万１千円

となり、資本合計が１億４８７７万３千円を予定しております。負債、資本合

計が２４億６０５１万６千円を見込み、左右同額で、平成２９年度末予定貸借

対照表となります。次のページ、２３ページをご覧願います。昨日提出した補

正予算を見込まない額での２８年度の予定損益計算書となります。平成２８年

度の決算見込みとなりますが１．医業収益から４．医業外費用の各金額の説明

は省略させていただき、経常利益の欄、平成２８年度補正予算を見込まない損

失になりますが５８９６万５千円を見込み、特別利益の３万７千円を含めた平

成２８年度純損失が５９８８万６千円となる決算を見込んでおります。前年度

の繰越利益金が１９３万７千円ありますので、この額を加算した５７９４万９

千円が累積欠損金となる予定です。補正予算を提出させていただいて、議決を

得ておりますので、この額から一般会計から追加繰り入れをする額を差し引い
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た額が実際の決算見込みとなります。次のページ、２４ページをご覧願います。

平成２８年度の予定貸借対照表になります。今、ご説明した予定損益計算書の

数字に基づいた予定貸借対照表となります。補正予算が含まれていない額とな

っておりますが、各科目の数値については説明を省略させていただきます。次

に、２５ページをご覧願います。継続費についての前々年度末までの支出額、

前年度末までの支出額又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額並び

に事業の進行状況等に関する調書でございます。平成２９年度予算第５条で提

出させていただいた継続費に関する調書になります。事業名は、平取町国民健

康保険病院新築工事と平取町国民健康保険病院新築工事監理委託業務の２件

で、平成２９年、３０年の２か年を予定しております。年割額等の事業費は、

議案第５条で説明させていただきましたので省略させていただきます。平成２

９年度から本格的な病院建設工事が始まり、周辺住民の方へのご迷惑をおかけ

することもあるかと思いますが、病院の建て替えに向けて、ご理解をお願いし

たいと存じます。また、病院経営の改善や、住民が安心して診療を受けられる

よう、医療サービスの向上を目指してまいりますので、平成２９年度予算案に

対するご理解をお願いいたします。以上、病院会計の予算説明を終わらせてい

ただきますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 以上で議案第１３号から議案第１８号までの平成２９年度各会計予算の説明が

終了いたしました。 

お諮りします。ただいま提案がありました平成２９年度平取町各会計予算につ

いては、議会運営基準１１１先例１により、議員全員で構成する予算審査特別

委員会を設置し、これに付託して審査したいと思います。ご異議ありませんか。

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って日程第２、議案第１３号から日程第７、議案第１

８号までの平成２９年度平取町各会計予算については、予算審査特別委員会に

付託し審査することに決定しました。 

お諮りします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の正副委員長の選

挙については、議長の指名推薦により行いたいと思いますがご異議ありません

か。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって予算審査特別委員会の正副委員長の選挙につ

いては、議長が指名推薦することに決定しました。 

それでは指名いたします。予算審査特別委員会委員長には貝澤真澄委員。副委

員長には松澤以久子委員を指名します。以上のとおり、指名推薦しますが、ご

異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって予算審査特別委員会委員長には貝澤委員、副

委員長には松澤委員と決定しました。 
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以上で本日の日程は全部終了いたしましたので、これをもって散会といたしま

す。なお、本定例議会は、明日８日から１２日までは休会といたしまして、１

３日に再開いたしますのでよろしくお願いをいたします。どうも、ご苦労様で

ございました。 

（閉 会 午後 ３時５３分）


